
室
町
中
期
の
遠
江
国
蒲
御
厨
を
め
ぐ
る
甲
斐
氏
と
吉
良
氏

松
　
島

は
じ
め
に

　
小
稿
は
、
東
大
寺
領
で
あ
る
遠
江
国
蒲
御
厨
を
検
討
の
対
象
に
取
り
あ

げ
、
そ
こ
で
の
事
例
を
通
し
て
十
五
世
紀
半
ば
、
応
仁
の
乱
直
前
の
頃
の

遠
江
の
状
況
と
、
そ
こ
か
ら
垣
間
見
え
る
同
国
守
護
代
甲
斐
氏
の
立
場
や
、

近
隣
に
勢
力
を
持
つ
吉
良
氏
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
事
実
の

整
理
と
吟
味
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
現
在
の
浜
松
市
内
に
あ
っ
た
蒲
御
厨
は
、
も
と
も
と
伊
勢
内
宮
領
で
あ

っ
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
は
北
条
氏
が
地
頭
職
を
持
ち
、
室
町
時
代
に
は
幕

府
料
所
と
な
っ
て
、
明
徳
二
年
（
一
三
九
こ
に
足
利
義
満
か
ら
東
大
寺

に
寄
進
さ
れ
た
。
神
宮
側
は
抵
抗
し
た
も
の
の
、
次
第
に
東
大
寺
の
一
円

支
配
が
強
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
十
五
世
紀
の
遠
江
は
周
知
の
よ
う
に
足
利
一
門
で
あ
る
斯
波
氏
の
領
国

で
あ
り
、
そ
の
守
護
代
と
し
て
甲
斐
氏
が
国
内
に
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
し

て
い
た
。
甲
斐
氏
は
こ
の
蒲
御
厨
に
も
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
そ
の
動
向

が
御
厨
の
状
況
を
左
右
し
て
い
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し

周
　
　
一

た
甲
斐
氏
と
御
厨
の
関
係
を
辿
っ
て
い
く
と
、
そ
こ
か
ら
甲
斐
氏
が
遠
江

国
内
で
有
し
て
い
た
勢
力
の
あ
り
よ
う
が
照
ら
し
出
さ
れ
て
く
る
よ
う

に
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
蒲
御
厨
に
近
接
す
る
浜
松
庄
で
は
、
南
北
朝
の
頃
か
ら
吉
良
氏

が
地
頭
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
以
後
、
室
町
時
代
を
通
じ
て
そ
の
支

配
の
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
蒲
御
厨
は
吉
良
氏
の
勢
力
と
も
接
触
し
、

そ
の
活
動
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
御
厨
で
の
事
例
か
ら
は
、

当
該
期
の
遠
江
西
部
に
お
け
る
地
域
史
が
形
成
さ
れ
る
上
で
、
吉
良
氏
が

果
た
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
役
割
の
一
端
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
近
年
、
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
六
　
中
世
二
』
（
以
下
、
「
静
資
」
と
略

記
）
と
そ
れ
に
基
づ
く
『
静
岡
県
史
　
通
史
編
二
　
中
世
』
（
以
下
「
静

通
」
と
略
記
）
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
室
町
時
代
の
蒲
御
厨
や
そ
の
周
辺
を

め
ぐ
る
研
究
条
件
は
、
従
来
の
成
果
を
よ
り
深
め
る
よ
う
な
整
備
が
な

さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
に
は
御
厨
の
歴
史
像
や
庄
園
と
し
て
の

構
造
、
特
質
を
論
じ
る
能
力
が
ま
っ
た
く
欠
落
し
て
い
る
が
、
史
料
を
読
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み
解
き
な
が
ら
、
今
後
の
踏
み
台
と
な
る
よ
う
な
事
実
の
整
理
を
行
な
っ

て
い
く
作
業
は
、
僅
か
で
も
進
め
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
長
禄
三
～
四
年
の
蒲
御
厨

　
こ
こ
で
は
ま
ず
、
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
末
の
、
蒲
御
厨
を
め
ぐ
る

動
向
を
取
り
あ
げ
る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
で
あ
ら
わ
れ
る
出
来
事
が
、
当
時

の
甲
斐
氏
を
取
り
巻
く
状
勢
を
考
え
る
上
で
、
象
徴
的
な
意
味
を
帯
び
て

い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
点
に
言
及
す
る
た
め
に

は
、
基
礎
的
な
史
料
の
吟
味
か
ら
話
を
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

史
料
A

　
　
　
（
端
裏
書
）

　
　
　
「
千
喜
久
方
之
国
へ
之
状
案
文
」

　
　
蒲
御
厨
之
事
、
今
度
野
伏
・
兵
糧
米
等
被
相
懸
候
な
る
間
、
此
方
代

　
　
官
職
之
事
被
仰
談
候
折
節
候
、
ま
つ
ま
つ
可
被
停
止
催
促
之
由
候
也
、

　
　
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
十
二
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
信
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
平
判

　
　
　
　
　
不
破
周
防
守
殿

　
　
　
　
　
津
久
井
平
左
衛
門
尉
殿

　
　
蒲
御
厨
之
事
、
今
度
、
野
伏
・
兵
糧
米
等
被
相
懸
之
由
、
自
東
大
寺

　
　
被
申
候
間
、
当
方
よ
り
被
申
談
子
細
候
、
催
促
を
可
被
停
止
之
由
候

　
こ
れ
は
「
東
大
寺
文
書
」
の
中
に
残
る
写
で
あ
り
、
寺
領
の
蒲
御
厨
を

め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
蒲
御
厨
に
対
し

て
「
野
伏
・
兵
糧
米
」
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
そ
れ
を
行
な
っ
て
い

た
の
は
、
守
護
代
で
あ
る
甲
斐
氏
の
配
下
で
あ
ろ
う
）
、
そ
の
よ
う
な

「
国
」
の
動
き
を
「
千
喜
久
」
方
が
一
時
的
に
押
さ
え
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
、
そ
の
理
由
は
東
大
寺
か
ら
蒲
御
厨
の
「
代
官
職
」
を
獲
得
し
よ
う

と
交
渉
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
直
ち
に
読
み
取
れ
る
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
に
見
え
る
「
野
伏
（
の
ぶ
し
）
」
は
、
「
邦
訳
日
葡
辞
書
」
に

よ
る
と
「
戦
闘
に
先
立
っ
て
起
こ
る
小
ぜ
り
合
い
や
衝
突
」
の
意
で
あ
り
、

「
野
伏
の
衆
」
が
「
こ
の
よ
う
な
小
ぜ
り
合
い
に
備
え
て
、
先
頭
に
立
っ

て
行
く
軍
勢
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
賦
課
さ
れ
て
い
る
の
も
、

そ
う
し
た
戦
闘
要
員
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
活
用
す

る
た
め
に
は
、
こ
れ
が
何
時
の
出
来
事
で
あ
り
、
ま
た
「
千
喜
久
」
と
は

誰
で
あ
る
の
か
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
想
起
さ
れ
る

の
は
次
の
史
料
で
あ
る
。

史
料
B

　
　
一
、
甲
斐
入
道
常
治
（
将
久
）
昨
夜
入
滅
了
、
越
前
以
下
守
護
代
事
。

　
　
　
甲
斐
八
郎
（
敏
光
）
子
二
被
仰
付
、
御
判
以
下
安
堵
云
々
、
八
郎

　
　
　
ハ
於
北
国
テ
、
屋
形
（
斯
波
義
敏
）
方
堀
江
石
見
守
ト
致
合
戦
最

　
　
　
中
、
入
道
他
界
之
間
、
可
相
替
国
儀
云
々
、

・
・
・
１
・
一甲

斐
美
濃
入
道
（
将
久
）
遺
跡
事
、
八
郎
（
敏
光
）
在
陣
之
間
、
被

仰
付
千
喜
久
了
、
諸
篇
不
相
替
申
談
之
、
可
致
忠
節
之
旨
、
可
令
加
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下
知
越
州
寺
領
之
由
被
仰
出
也
、
但
執
達
如
件
、

　
　
　
　
長
禄
三

　
　
　
　
　
八
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
清

　
　
　
　
興
福
寺
雑
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
（
　
）
内
は
筆
者
注
。
以
下
同
】

　
ま
ず
「
千
喜
久
」
は
越
前
・
遠
江
守
護
代
で
あ
っ
た
甲
斐
将
久
の
孫
で

あ
り
、
祖
父
の
死
後
に
甲
斐
氏
の
家
督
を
嗣
い
で
い
た
人
物
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
そ
う
し
た
立
場
の
人
物
で
あ
れ
ば
、
史
料
A
の
よ
う
に
彼

の
も
と
か
ら
蒲
御
厨
の
あ
る
遠
江
の
「
国
」
に
対
し
て
、
「
野
伏
・
兵
糧

米
」
の
賦
課
を
「
停
止
」
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
こ
と
と
も
符
合
す
る
で

あ
ろ
う
。
ま
だ
幼
か
っ
た
で
あ
ろ
う
千
喜
久
（
菊
）
が
家
督
を
嗣
い
だ
理

由
は
、
当
時
、
越
前
で
守
護
斯
波
義
敏
側
と
戦
っ
て
い
る
た
め
に
た
ま
た

ま
京
都
を
不
在
に
し
て
い
た
父
敏
久
の
代
理
と
し
て
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
敏
光
が
京
都
に
戻
っ
て
甲
斐
氏
の
家
督
の
正
式
な
後
継
者

と
な
れ
ば
、
史
料
A
の
よ
う
な
奉
書
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
そ

の
時
期
は
、
お
そ
ら
く
寛
正
二
年
（
一
四
六
こ
八
月
、
「
武
衛
事
、
又

渋
川
息
（
義
廉
）
十
五
六
之
鉢
被
仰
付
、
既
被
移
屋
形
、
元
息
（
松
王
丸
）

ハ
被
成
僧
分
云
々
、
依
之
甲
斐
八
郎
二
郎
（
敏
光
）
被
召
上
、
朝
倉
弾
正

（
孝
景
）
可
罷
上
分
及
其
沙
汰
云
々
」
と
、
斯
波
義
敏
と
息
子
の
松
王
丸

が
失
脚
し
、
義
廉
が
斯
波
氏
を
嗣
い
で
、
甲
斐
敏
光
が
京
都
に
召
集
さ
れ

た
時
で
は
な
か
っ
た
か
。
千
喜
久
が
甲
斐
氏
の
家
督
で
あ
り
史
料
A
が
作

成
さ
れ
た
の
は
、
長
禄
三
年
八
月
の
祖
父
将
久
の
死
没
か
ら
寛
正
二
年
八

月
ま
で
の
間
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
長
禄
三
年
十
二
月
か
寛
正
元
年
（
長

禄
四
年
）
十
二
月
を
想
定
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
蒲
御
厨
な

ど
の
庄
園
に
は
現
地
の
守
護
代
被
官
（
不
破
周
防
守
・
津
久
井
平
左
衛
門

尉
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
）
な
ど
か
ら
「
野
伏
・
兵
根
米
」

が
賦
課
さ
れ
、
一
方
、
在
京
し
て
い
た
守
護
代
甲
斐
氏
（
幼
少
の
千
喜
久

を
輔
佐
す
る
氏
信
・
金
平
ら
の
奉
行
人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
）
は
、
代
官
職
の
獲
得
を
求
め
て
領
主
で
あ
る
東
大
寺
と
折
衝

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
れ
は
長
禄
三
年
と
寛
正
元
年
の
ど
ち
ら

で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
た
賦
課
は
遠
江
だ
け
の
話
で
は
な
か
っ
た
。
尾
張
で
は
、
長
禄

四
年
八
月
五
日
と
十
五
日
に
守
護
代
で
あ
る
織
田
輔
長
が
、
現
地
に
い

る
守
護
又
代
の
織
田
豊
後
入
道
に
「
如
意
庵
領
当
国
破
田
遠
州
進
発
野
伏

事
、
可
被
止
催
促
之
由
候
也
」
と
の
内
容
を
伝
達
す
る
書
状
を
送
っ
て
い

る
。
破
田
郷
は
現
在
の
一
宮
市
周
辺
の
松
枝
庄
内
に
見
え
る
地
名
で
、
京

都
の
大
徳
寺
如
意
庵
の
所
領
で
あ
る
。
そ
こ
に
賦
課
さ
れ
た
の
が
「
遠
州

進
発
野
伏
」
で
あ
っ
た
。
「
野
伏
」
が
尾
張
国
内
か
ら
動
員
さ
れ
、
遠
江

に
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ
斯
波
領
国
の
守
護
代
と
し
て
。

甲
斐
氏
と
織
田
氏
の
連
携
が
な
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
動
員
は
、

織
田
氏
に
よ
っ
て
尾
張
国
内
に
広
く
賦
課
さ
れ
、
破
田
郷
の
場
合
に
は
領

主
側
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
が
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
停
止
が
認
め
ら
れ

る
形
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
尾
張
か
ら
遠
江
に
送

ら
れ
る
「
野
伏
」
は
長
禄
四
年
八
月
よ
り
も
以
前
か
ら
動
員
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
当
事
国
で
あ
る
遠
江
国
内
に
お
い
て
は
、
そ
れ
よ
り
も
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以
前
か
ら
「
野
伏
。
兵
糧
米
」
を
徴
発
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る

の
が
自
然
で
は
な
い
か
。
以
上
か
ら
、
筆
者
は
史
料
A
を
長
禄
三
年
十
二

月
の
甲
斐
氏
奉
行
人
奉
書
と
推
定
す
る
。

　
な
ぜ
、
史
料
A
の
よ
う
な
展
開
が
遠
江
国
内
で
生
起
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
長
禄
三
年
末
と
い
う
時
期
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
遠
江

に
は
、
守
護
代
に
よ
る
領
国
内
か
ら
の
動
員
・
徴
発
が
行
な
わ
れ
る
背
景

と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
現
象
が
、
確
か
に
見
出
さ
れ
る
。

史
料
C

　
　
遠
江
国
住
人
原
遠
江
入
道
以
下
牢
人
等
対
治
事
、
早
合
力
守
護
代
可

　
　
被
致
忠
節
、
若
有
難
渋
輩
候
者
、
随
注
進
可
有
其
沙
汰
之
旨
、
可
被

　
　
加
下
知
蒲
御
厨
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
但
執
達
如
件
、

　
　
　
　
長
禄
四
年
四
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
散
位
在
判
　
（
飯
尾
之
清
）
　
　
　
　
（
1
4
）

加
賀
守
在
判

　
　
こ
れ
は
翌
長
禄
四
年
（
寛
正
元
年
）
に
な
っ
て
か
ら
の
幕
府
奉
行
人

奉
書
で
あ
る
。
充
所
は
欠
け
て
い
る
が
、
「
蒲
御
厨
」
と
あ
る
以
上
、
そ

の
領
主
で
あ
る
東
大
寺
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ

う
。
一
見
し
て
顕
ら
か
な
よ
う
に
、
「
蒲
御
厨
」
に
対
し
て
「
早
合
力
守

護
代
可
被
致
忠
節
」
き
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
史
料
A
と
も
繋
が
る
内
容

で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
原
遠
江
入
道
以
下
浪
人
等
」
が
守
護
代
甲

斐
氏
に
敵
対
し
て
い
る
と
い
う
事
態
は
、
既
に
前
年
か
ら
進
行
し
て
お
り
、

そ
れ
に
対
し
て
ま
ず
は
史
料
A
の
よ
う
な
対
応
が
探
ら
れ
、
次
い
で
史
料

C
の
よ
う
な
展
開
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
原
氏
は
鎌
倉
時

代
に
原
田
庄
（
現
在
の
掛
川
市
周
辺
）
の
地
頭
と
な
っ
て
お
り
、
中
世
を

通
じ
て
そ
の
周
辺
に
勢
力
を
張
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
幕
府
が
遠
江
に
お
い
て
、
守
護
代
甲
斐
氏
へ
の
援
助
の
姿

勢
を
示
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
留
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。

ま
ず
こ
の
時
期
は
、
斯
波
義
敏
が
関
東
出
兵
を
命
じ
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の

軍
勢
を
越
前
の
守
護
代
で
も
あ
っ
た
甲
斐
氏
と
の
抗
争
に
転
用
し
て
敗

北
、
将
軍
義
政
を
激
怒
さ
せ
た
長
禄
合
戦
（
長
禄
二
年
末
～
長
禄
三
年
五

月
頃
）
と
近
接
し
て
い
る
。
そ
の
抗
争
は
遠
江
に
も
波
及
し
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
際
、
「
此
外
為
公
方
、
甲
斐
ヲ
可
合
力
旨
、
被
仰
付
之
方
々
、

武
田
・
畠
山
大
夫
・
両
佐
々
木
・
所
々
寺
社
本
所
領
云
々
」
と
幕
府
や
将

軍
義
政
は
明
確
に
甲
斐
氏
に
肩
入
れ
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
遠
江
国
内
で

も
反
甲
斐
氏
の
動
向
を
押
さ
え
込
む
た
め
の
「
所
々
寺
社
本
所
領
」
へ
の

指
示
が
、
奉
行
人
奉
書
と
し
て
発
給
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
こ
の
よ

う
な
甲
斐
氏
援
助
を
、
幕
府
が
遠
江
国
内
に
所
領
を
持
つ
庄
園
領
主
に
求

め
て
い
た
の
は
、
こ
の
事
例
ば
か
り
で
は
な
い
。
長
禄
三
年
八
月
九
日
に

は
、
「
今
河
治
部
少
輔
井
井
牢
人
已
下
事
、
近
日
令
出
張
、
可
打
入
遠
江

国
旨
風
聞
、
事
実
者
、
不
日
可
合
力
守
護
代
之
趣
、
可
被
加
下
知
同

国
榛
原
・
新
所
地
下
人
等
之
由
、
被
仰
出
候
也
」
と
い
う
奉
行
人
奉
書
が
、

「
南
禅
寺
雑
掌
」
に
対
し
て
発
給
さ
れ
て
い
た
（
「
榛
原
・
新
所
」
は
南
禅

寺
領
遠
江
国
初
倉
庄
内
の
地
名
で
あ
る
）
。
今
川
治
１
　
少
輔
に
つ
い
て
は

「
故
了
俊
（
今
川
貞
世
）
の
御
跡
六
郎
治
部
少
輔
殿
」
な
ど
と
史
料
に
見

え
、
今
川
範
将
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
「
井
牢
人
」
と
は
井
伊
城

の
残
党
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
こ
に
、
駿
河

守
護
今
川
範
忠
が
遠
江
へ
侵
攻
し
た
際
、
京
都
か
ら
下
っ
た
斯
波
勢
が
こ
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れ
を
撃
破
し
た
が
、
今
川
方
の
残
党
の
一
部
は
井
伊
城
に
籠
も
っ
て
戦
い
、

敗
れ
た
と
い
う
。
敢
え
て
憶
測
を
加
え
れ
ば
、
長
禄
三
年
頃
の
「
原
遠
江

入
道
以
下
牢
人
等
」
「
今
河
治
部
少
輔
井
井
牢
人
已
下
」
の
活
動
の
背
後

に
は
、
斯
波
義
敏
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
斯
波
氏
内
部
で
の
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
さ
ら
に
大

き
な
背
景
と
し
て
は
、
当
時
の
遠
江
が
享
徳
の
乱
（
一
四
五
四
～
）
に
お

い
て
関
東
へ
の
幕
府
軍
の
派
遣
に
関
わ
る
拠
点
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。
当
時
、
蒲
御
厨
に
対
し
て
「
関
東
之
儀
弥
成
大
儀
候
、
国

方
御
勢
悉
被
打
立
候
、
然
間
自
国
方
も
破
先
規
、
人
夫
以
下
被
申
懸
候
」

「
関
東
夫
大
儀
二
御
さ
い
そ
く
候
」
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
蒲
御
厨
の
公
文
か
ら
東
大
寺
に
送
ら
れ
た
申
状
の
一
節
で
あ
る
。
年

は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
静
資
』
で
は
「
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
ヵ
」

と
比
定
し
て
お
り
、
筆
者
も
そ
れ
に
賛
成
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
「
関
東

之
儀
弥
成
大
儀
」
り
、
「
国
方
」
す
な
わ
ち
守
護
斯
波
氏
の
軍
勢
が
そ
ち

ら
に
総
動
員
さ
れ
て
い
る
（
「
国
方
御
勢
悉
被
打
立
候
」
）
。
そ
の
た
め
、

蒲
御
厨
に
対
し
て
も
守
護
方
か
ら
先
例
を
無
視
し
た
人
夫
な
ど
の
徴
発
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
斯
波
領
国
は
、
享
徳
の
乱
の

初
期
か
ら
、
こ
う
し
た
関
東
派
兵
を
行
な
っ
て
い
た
。
長
禄
合
戦
自
体
が
、

さ
ら
な
る
出
兵
を
幕
府
か
ら
求
め
ら
れ
な
が
ら
、
斯
波
義
敏
が
そ
れ
に
従

わ
ず
戦
力
を
甲
斐
氏
討
伐
に
用
い
よ
う
と
し
て
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
に
幕
府
は
甲
斐
氏
を
支
援
す
る
と
い
う
構
図
を
持
っ
て
い

た
。
そ
の
際
に
、
既
に
早
く
か
ら
「
国
方
御
勢
悉
被
打
立
」
れ
て
い
た
遠

江
で
は
、
守
護
代
甲
斐
氏
が
国
内
の
混
乱
に
対
処
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
戦

闘
員
の
補
充
な
ど
の
「
合
力
」
を
各
地
の
庄
園
領
主
に
求
め
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
も
、
自
然
な
展
開
で
あ
っ
た
。

　
お
お
よ
そ
以
上
が
、
長
禄
三
年
頃
の
蒲
御
厨
を
取
り
巻
く
諸
状
勢
で
あ

る
。

二
、
蒲
御
厨
代
官
職
を
め
ぐ
っ
て

　
で
は
、
甲
斐
氏
は
庄
園
側
か
ら
、
必
要
な
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
蒲
御
厨
を
事
例
と
し
て
、
次
の
二
通
の
史
料
か

ら
考
え
て
み
た
い
。

史
料
D

　
　
畏
中
上
候
、

　
　
抑
就
国
之
忿
劇
候
て
、
更
々
御
領
之
無
納
所
候
之
間
、
か
た
く
催
促

　
　
申
候
、
但
納
所
被
申
候
へ
共
、
海
道
ふ
さ
か
り
候
て
、
商
人
罷
不
上

　
　
候
間
、
不
及
了
簡
候
、
次
わ
れ
ら
も
罷
上
候
ハ
ん
心
中
に
て
候
へ
共
、

　
　
自
地
下
中
留
ら
れ
候
て
、
如
此
地
下
よ
り
注
進
被
中
候
、

　
　
一
、
自
国
方
兵
ら
う
米
過
分
懸
中
候
て
、
糖
以
使
け
ん
せ
き
被
至
間
、

　
　
　
種
々
佗
言
中
候
処
、
料
足
廿
余
貫
文
に
て
道
行
候
、
…
…
恐
惶
謹

　
　
　
言
、

　
　
　
　
　
十
二
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
太
良
（
花
押
）

　
　
　
進
上
　
油
倉
殿
御
侍
者
御
中

史
料
E

　
　
畏
中
上
候
、
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抑
就
国
之
急
劇
色
々
雑
説
候
間
、
御
上
使
春
了
、
十
月
八
日
御
上
洛

　
　
候
、
其
已
後
是
非
之
御
左
右
不
承
候
、
無
御
心
元
候
、

　
　
一
、
守
護
方
よ
り
兵
糧
米
過
分
二
申
か
け
ら
れ
、
臆
謎
貴
候

譴
せ
に
ん
候

　
　
　
之
間
、
御
公
用
廿
余
貫
文
不
道
行
候
、

　
　
一
、
御
上
使
達
御
上
洛
候
を
留
申
候
事
、
色
々
之
雑
説
候
之
間
、
御

　
　
　
領
二
「
人
も
上
使
さ
ま
御
座
候
ハ
て
ハ
、
御
領
も
い
か
ゝ
と
存
候

　
　
　
て
、
平
二
留
申
候
。

　
　
　
　
　
十
二
月
十
七
日
　
　
　
　
蒲
御
厨
東
方
　
諸
公
文
等

　
　
進
上
　
　
　
油
倉
江
侍
者
御
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参

　
　
前
者
は
東
大
寺
か
ら
蒲
御
厨
に
派
遣
さ
れ
た
上
使
が
、
東
大
寺
の
経

営
期
間
で
あ
る
油
倉
に
送
っ
た
書
状
で
あ
り
、
後
者
は
蒲
御
厨
の
公
文
か

ら
同
じ
く
油
倉
に
送
ら
れ
た
申
状
で
あ
る
。
内
容
か
ら
見
て
、
同
時
期
の

も
の
で
あ
る
と
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
何
時
で
あ
る
の
か
を

確
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
「
自
国
方
兵
ら
う
米
過
分
懸
申
候
て
、

臆
以
使
け
ん
せ
き
被
至
間
、
…
…
料
足
廿
余
貫
文
に
て
道
行
候
」
「
守
護

方
よ
り
兵
根
米
過
分
二
申
か
け
ら
れ
、
臆
面
被
入
謎
貴
候
之
間
、
御
公
用

廿
余
貫
文
不
道
行
候
」
の
部
分
に
着
目
し
た
い
。
守
護
（
実
質
的
に
は
守

護
代
）
か
ら
多
ひ
ひ
ひ
兵
根
米
を
要
求
さ
れ
、
折
衝
の
末
に
そ
の
代
と
し
て

廿
貫
文
を
供
出
し
た
結
果
、
東
大
寺
へ
の
公
用
銭
を
欠
く
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
顛
末
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
静
資
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
蒲
御
厨

関
係
の
史
料
を
見
て
い
く
限
り
、
こ
う
し
た
兵
根
米
の
徴
収
に
関
わ
る
記

載
は
他
に
無
く
、
通
常
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
は
史
料
A
に
見
え
る
「
野
伏
・
兵
根
米
等
」
の
事

例
と
重
ね
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

史
料
E
・
F
は
と
も
に
、
長
禄
三
年
末
の
も
の
と
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
A
O
°

ま
た
、
そ
う
で
あ
れ
ば
「
国
之
急
劇
」
と
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
出
来
事

も
、
史
料
C
な
ど
が
示
す
遠
江
国
内
の
戦
乱
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
諸
史
料
を
整
合
的
に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
こ
で
注
意
が
必
要
な
の
は
、
も
し
甲
斐
氏
が
蒲
御
厨
に
「
野
伏
・
兵

根
米
等
」
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
一
部
し
か
実
現
で
き
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
史
料
D
・
E
が
語
る
の
「
兵
根
米
」

分
と
し
て
の
「
廿
貫
文
」
に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
も
「
謎
責
」
と
い
う

強
硬
手
段
の
末
に
獲
得
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
逆
に
い
え
ば
、
そ
れ
だ
け

蒲
御
厨
の
抵
抗
は
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
敢
え
て
推
測
を
重
ね
れ
ば
、
こ

の
時
期
の
甲
斐
氏
に
よ
る
動
員
・
徴
発
は
、
本
来
は
こ
の
程
度
で
済
む
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
こ

十
月
の
「
南
禅
寺
領
遠
州
初
倉
庄
守
護
半
済
之
事
、
以
目
安
伺
之
、
即
命

飯
尾
左
衛
門
大
夫
（
之
種
）
也
」
と
い
う
事
例
が
注
目
さ
れ
る
。
前
述
の

よ
う
に
初
倉
庄
に
つ
い
て
は
長
禄
三
年
八
月
の
段
階
で
「
不
日
可
合
力
守

護
代
之
趣
、
可
被
加
下
知
同
国
榛
原
・
新
所
地
下
人
等
之
由
、
被
仰
出
候

也
」
と
幕
府
か
ら
南
禅
寺
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
時
期
的
な
近
さ
か
ら
見

て
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
「
守
護
半
済
」
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

不
服
と
し
た
南
禅
寺
の
訴
え
を
、
当
の
幕
府
が
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
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た
と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
の
展
開
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
「
半
済
」
分
の
徴

収
な
ど
と
い
う
こ
と
が
こ
の
時
期
に
可
能
で
あ
っ
た
か
は
と
も
か
く
、
こ

う
し
た
守
護
代
側
の
姿
勢
に
庄
園
の
現
地
か
ら
も
領
主
側
か
ら
も
反
発
が

強
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
甲
斐
氏
と
し
て
は
蒲
御
厨
に
お
い
て
も

「
守
護
半
済
」
と
さ
れ
る
よ
う
な
要
求
ま
で
持
っ
て
行
き
た
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
最
終
的
に
は
、
そ
の
た
め
に
幕
府
を
動
か
し
て
史
料
C
を

発
給
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
長
禄
三
年
末
ま
で
の
段
階
で

は
そ
れ
に
程
遠
い
成
果
し
か
挙
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
史
料

A
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
地

で
の
賦
課
と
謎
責
が
限
界
を
示
し
て
い
る
時
、
在
京
の
守
護
代
甲
斐
氏

（
の
奉
行
人
で
あ
る
氏
信
・
金
平
な
ど
か
）
は
東
大
寺
か
ら
御
厨
の
代
官

職
を
獲
得
す
る
（
甲
斐
氏
の
家
人
が
御
厨
代
官
と
な
っ
て
、
賦
課
と
徴
収

に
あ
た
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
庄
園
か
ら
の
「
合
力
」
を
円
滑
に
実
現
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
す
る
と
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、

こ
う
し
た
甲
斐
氏
側
の
思
惑
が
成
功
し
た
の
か
、
す
な
わ
ち
こ
の
と
き
蒲

御
厨
代
官
に
甲
斐
氏
の
家
人
が
補
任
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
結
論
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
直
接
に
そ
の
顛

末
を
語
る
材
料
は
見
出
せ
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
史
料
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
状
況
が
垣
間
見
え
て
く
る
。

史
料
F

　
　
御
書
畏
拝
見
仕
候
。

　
　
抑
蒲
御
代
官
職
事
、
悟
真
寺
へ
御
契
約
之
由
承
候
、
…
…

　
　
一
、
就
子
歳
（
康
正
二
年
）
之
旱
魅
、
自
東
西
両
人
罷
上
、
御
訴
訟

　
　
申
上
候
之
処
、
御
存
免
半
分
下
給
候
、
畏
入
候
、
雖
然
丑
歳
（
康

　
　
　
正
三
年
．
長
禄
元
年
）
同
又
旱
魃
皆
損
仕
候
、
・
…
…

　
　
　
（
後
欠
）

史
料
G

　
　
　
　
　
任
料
無
面
目
候
へ
共
、
先
拾
貫
文
分
令
進
上
候
、
御
年
貢
ハ

　
　
　
　
　
無
料
簡
之
間
、
以
前
参
拾
貫
文
不
足
参
貫
二
百
五
十
文
進
上

　
　
　
　
　
中
候
、
…
…

　
　
依
蒲
御
年
貢
之
事
、
堅
蒙
仰
、
驚
入
存
候
、
…
…
今
ま
て
ハ
蒲
よ
り

　
　
無
京
着
之
分
、
一
向
私
志
曲
と
被
思
食
候
事
、
失
面
目
、
於
以
後
加

　
　
様
候
ハ
ん
す
る
時
、
可
失
面
目
候
間
、
国
へ
人
お
御
下
候
て
、
地
下

　
　
を
御
尋
候
て
、
代
官
職
を
も
可
被
返
上
候
、
我
々
以
前
よ
り
添
御
意

　
　
共
に
て
候
間
、
涯
分
京
為
中
（
田
舎
カ
）
走
舞
可
致
封
候
心
中
に
て

　
　
候
へ
共
、
加
様
蒙
仰
候
間
、
不
及
中
私
之
不
運
之
至
極
、
乍
去
可
然

　
　
様
寺
門
様
へ
御
披
露
も
候
て
、
長
久
御
代
官
職
を
も
被
仰
付
候
者
、

　
　
涯
分
可
致
封
侯
事
候
、
期
後
便
之
時
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
九
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
周
賢
（
花
押
）

　
　
　
　
油
倉
尊
答

史
料
H

　
　
　
　
　
辰
年
（
長
禄
四
年
・
寛
正
元
年
）
借
納
分

・
・
・
１
・
．　

　
合
八
十
六
貫
三
百
七
十
一
文

拾
伍
貫
文
　
　
　
　
　
　
　
　
故
坊
主
方
蒲
任
料
返
弁

　
　
都
合
百
壱
貫
三
百
七
十
一
文
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長
禄
四
年
〔
庚
辰
〕
五
月
十
六
日
　
　
実
融
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
〔
　
〕
内
は
割
書
部
分
。
以
下
同
】

史
料
I

　
　
　
「
〔
辛
巳
〕
（
寛
正
二
年
）
五
月
廿
六
日
蒲
注
進
状
之
返
事
案
文
」

　
　
去
月
廿
六
日
之
注
進
、
今
月
五
日
到
来
候
、
…
…

　
　
一
、
先
庄
主
賢
蔵
主
事
、
自
初
年
契
約
相
違
候
て
、
公
用
無
沙
汰
候

　
　
　
間
、
年
々
未
進
過
分
之
条
、
以
外
之
次
第
候
、
如
此
不
法
之
仁
候

　
　
　
上
者
、
以
後
弥
々
不
可
有
正
体
候
間
、
既
為
寺
門
之
衆
儀
改
替
之

　
　
　
畢
、
其
子
細
先
日
態
下
遣
人
、
委
細
中
入
候
、
定
参
着
候
哉
、
向

　
　
　
後
聊
不
可
有
許
用
之
儀
候
、
此
子
細
被
相
触
于
地
下
人
等
、
能
々

　
　
　
可
有
覚
悟
候
、

　
　
　
…
…
恐
々
謹
一
言
、

　
　
　
　
　
　
六
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
祐

　
　
　
　
蒲
御
厨
東
西
諸
公
文
中
御
返
事

　
ま
ず
史
料
F
は
後
欠
で
あ
り
、
具
体
的
な
差
出
や
充
所
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
、
旱
魃
な
ど
に
よ
る
年
貢
減
免
に
関
わ
る
書
状
と
い
う
こ
と
は
推
察

で
き
る
。
「
丑
歳
同
又
旱
魃
皆
損
仕
候
」
の
部
分
か
ら
は
、
丁
丑
の
年
で

あ
る
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
よ
り
も
あ
と
の
書
状
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
そ
の
中
で
蒲
御
厨
に
「
悟
真
寺
」
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
代
官
が
登
場

す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
庚
辰
の
年
で
あ
る
長
禄
四
年
＝

寛
正
元
年
（
一
四
六
〇
）
に
お
け
る
東
大
寺
の
借
銭
返
済
の
算
用
状
で
あ

る
史
料
H
で
は
、
「
故
坊
主
方
」
の
借
銭
十
五
貫
文
が
「
蒲
任
料
」
に
よ

つ
て
返
済
さ
れ
て
い
る
。
新
代
官
の
補
任
は
長
禄
二
年
か
ら
三
年
に
か
け

て
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
次
に
寛
正
二
年
の
史
料
I
に
お
い
て

「
契
約
相
違
」
を
責
め
ら
れ
代
官
を
解
任
さ
れ
て
い
る
「
先
庄
主
賢
蔵
主
」

が
い
る
。
彼
は
「
年
々
未
進
」
を
重
ね
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
任
期
は
複

数
年
に
わ
た
っ
て
い
た
筈
で
あ
り
、
長
禄
二
上
二
年
に
補
任
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
新
代
官
も
「
賢
蔵
主
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
代

官
は
、
史
料
G
で
蒲
御
厨
代
官
と
し
て
の
任
料
を
支
払
っ
て
い
る
周
賢
で

あ
る
と
見
な
し
て
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
史
料
G
は
長
禄

二
圭
二
年
頃
の
も
の
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
り
、
周
賢
が
史
料
F
で
「
悟

真
寺
」
と
呼
ば
れ
た
人
物
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
か
ら
導
か
れ
る
の
は
、
長
禄
二
圭
二
年
の
九
月
ま
で
に
蒲
御
厨
に

は
新
代
官
と
し
て
周
賢
が
補
任
さ
れ
、
そ
の
任
期
は
寛
正
二
年
前
半
ま
で

確
認
で
き
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
史
料
A
は
長
禄
三
年
十
二
月
の
も
の

で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
く
、
そ
れ
を
遡
る
こ
と
は
な
い
。
前
年
の
十
二

月
で
は
、
ま
だ
千
喜
久
が
甲
斐
氏
の
家
督
を
嗣
い
で
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
甲
斐
氏
が
東
大
寺
に
対
し
て
蒲
御
厨
の
「
代
官
職
之
事
被
仰
談
」

れ
て
い
た
時
、
既
に
新
代
官
の
周
賢
は
補
任
さ
れ
た
あ
と
で
あ
り
、
そ
の

地
位
は
寛
正
二
年
ま
で
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
甲
斐
氏
の
要
求
は
実

現
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
領
主
の
東
大
寺
に
よ
っ
て
拒
否

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
長
禄
三
年
の
状
況
を
整
理
し
て
み
る
と
、
史
料
C
が
発

給
さ
れ
た
意
味
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
遠
江
国

内
の
混
乱
に
対
処
す
る
た
め
、
庄
園
か
ら
の
動
員
。
徴
発
を
進
め
ざ
る
を
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得
な
か
っ
た
甲
斐
氏
は
、
蒲
御
厨
に
お
い
て
は
史
料
A
の
よ
う
に
代
官
職

を
求
め
て
そ
の
実
現
に
あ
た
ろ
う
と
し
た
も
の
の
、
失
敗
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
次
善
の
策
と
し
て
、
幕
府
に
よ
る
奉
行
人
奉
書
の
発
給

と
い
う
形
で
東
大
寺
に
圧
力
を
か
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
う
し
た
守
護
代
甲
斐
氏
に
よ
る
遠
江
国
内
の
諸
庄
園
な
ど
へ
の
賦
課

は
、
享
徳
の
乱
に
よ
る
関
東
へ
の
出
兵
、
斯
波
氏
と
甲
斐
氏
に
よ
る
長
禄

合
戦
の
展
開
、
そ
れ
ら
と
連
動
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
国
内
の
戦
乱
な

ど
を
背
景
と
し
て
、
か
な
り
執
拗
に
追
求
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
か
を
考
え
る
材
料
の
一
つ

と
し
て
、
史
料
I
に
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
寛
正
二
年
の
段
階
で
、

蒲
御
厨
で
は
代
官
周
賢
が
「
自
初
年
契
約
相
違
候
て
、
公
用
無
沙
汰
候
閲
、

年
々
未
進
過
分
之
条
、
以
外
之
次
第
候
」
と
東
大
寺
か
ら
非
難
さ
れ
、
代

官
の
地
位
を
失
う
事
態
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
不
作
な
ど
の
自
然
条

件
も
加
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
周
賢
の
代
官
在
任
の
時
期
が
、

ち
ょ
う
ど
甲
斐
氏
か
ら
の
徴
発
の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
た
頃
と
重
な
る
の

も
事
実
で
あ
る
。
前
掲
の
、
南
禅
寺
領
初
倉
庄
の
事
例
の
よ
う
に
「
守
護

半
済
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
な
徴
発
を
甲
斐
氏
が
進
め
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
が
庄
園
領
主
に
と
っ
て
「
年
々
未
進
過
分
」
と
い
う
現
象
を
招

来
し
て
し
ま
う
要
因
と
な
る
こ
と
も
、
想
定
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
、
当
時
の
遠
江
国
内
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
も
参

考
に
な
る
。

史
料
J

　
　
一
目
安

　
遠
江
国
浜
名
御
厨
代
官
為
政
謹
言
上
、

右
、
当
御
厨
者
為
厳
重
神
領
、
自
往
古
無
武
家
妨
之
処
、
自
守
護
方

数
年
被
半
済
、
神
役
令
閥
如
之
条
、
神
慮
難
測
者
哉
、
剰
近
年
懸
臨

時
之
課
役
被
遣
（
）
）
貴
之
間
、
神
領
可
令
退
転
、
然
者
神
役
沙
汰

不
可
叶
、
急
被
成
上
神
宮
連
署
（
署
）
御
解
状
、
厳
密
蒙
御
成
敗
、

被
停
止
守
護
方
綺
、
全
知
行
専
神
役
勤
矣
、
仍
謹
言
上
如
件
、

　
こ
れ
は
伊
勢
神
宮
領
で
あ
る
浜
名
御
厨
に
関
わ
る
記
事
で
あ
り
、
「
氏

経
卿
引
付
寛
正
三
年
条
」
に
見
え
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
「
自
守
護
方
数

年
被
半
済
、
神
役
令
閥
如
」
「
近
年
懸
臨
時
之
課
役
、
被
遣
（
謎
）
貴
之

間
、
神
領
可
令
退
転
」
と
、
甲
斐
氏
に
よ
る
重
い
賦
課
を
批
判
す
る
記
述

が
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
「
守
護
方
」
で
あ
る
斯
波
氏
で
は
寛
正
二

年
に
、
甲
斐
氏
と
対
立
し
て
い
た
義
敏
と
息
子
の
松
王
丸
が
失
脚
し
、
新

た
に
養
子
に
入
っ
た
斯
波
義
廉
が
家
督
を
嗣
い
で
い
た
。
そ
の
下
で
、
甲

斐
氏
が
遠
江
の
現
地
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事

例
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
蒲
御
厨
が
要
求
さ
れ
て
い
た
の
も
、
「
半
済
」
の

よ
う
に
過
重
な
、
所
領
が
「
可
令
退
転
」
き
負
担
で
あ
っ
た
可
能
性
が
存

す
る
。
こ
の
事
態
が
、
お
そ
ら
く
東
大
寺
に
、
蒲
御
厨
の
代
官
補
任
に
つ

い
て
、
後
述
す
る
よ
う
な
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
対
応
措
置
を
と
ら
せ
る

に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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三
、
蒲
御
厨
と
甲
斐
氏
被
官

　
こ
こ
で
少
し
話
を
遡
ら
せ
た
い
。

　
甲
斐
氏
が
長
禄
三
年
末
に
蒲
御
厨
の
代
官
職
を
求
め
た
こ
と
は
既
に
見

た
通
り
で
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
よ
り
以
前
、
甲
斐
氏
の
関
係
者
が
そ
の
職

を
帯
び
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
ま
ず
次
の
史
料
か
ら
。

史
料
K

　
　
目
安

　
　
　
遠
州
蒲
御
厨
公
文
御
百
姓
等
謹
言
上
、

　
　
右
条
者
、
応
嶋
方
廿
余
年
御
代
官
候
、
其
内
十
ヶ
年
応
嶋
五
郎
衛
門

　
　
方
御
代
官
之
間
、
御
沙
汰
条
々
ち
か
い
候
へ
と
も
、
上
意
を
い
か
ゝ

　
　
と
依
存
候
、
此
年
月
不
中
上
候
、

　
　
一
、
御
使
に
自
身
十
人
廿
人
御
就
候
て
、
譴
責
不
及
し
ん
候
、
如
此
題

　
　
　
目
に
て
候
際
、
不
入
之
御
奉
書
を
御
中
、
可
然
御
代
官
を
急
々
下

　
　
　
御
中
候
ハ
て
ハ
、
田
地
に
鍬
を
ｓ
中
ま
し
く
候
、
来
年
の
御
年
貢

　
　
　
有
ま
し
く
候
、
中
く
応
嶋
方
に
置
申
候
て
御
代
官
候
者
、
長
乞

　
　
　
食
可
仕
候
、
以
北
旨
預
御
披
露
候
者
畏
入
候
、
粗
言
上
如
件
、

　
　
　
　
　
　
十
月
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
御
厨
諸
公
文
御
百
姓
等

　
　
　
　
　
目
安

　
　
　
　
　
　
御
奉
行
所

　
こ
の
史
料
自
体
に
は
年
次
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
述
の
よ
う
に
筆

者
は
宝
徳
元
年
の
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
ず
内
容
を
確
認
し
た
い
が
、

か
つ
て
蒲
御
厨
で
は
、
応
嶋
の
一
族
が
二
十
余
年
に
わ
た
っ
て
代
官
を
務

め
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
十
年
は
応
嶋
五
郎
衛
門
の
在
任
期
間
で
あ

っ
た
。
た
だ
、
こ
の
人
物
は
「
可
然
御
代
官
を
急
々
下
御
中
候
ハ
て
ハ
、

田
地
に
鍬
を
打
中
ま
し
く
候
、
来
年
の
御
年
貢
有
ま
し
く
候
、
中
く
応

嶋
方
に
ｓ
中
候
て
御
代
官
候
者
、
長
乞
食
可
仕
候
」
と
、
現
地
の
公
文
か

ら
厳
し
く
排
斥
さ
れ
て
い
る
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
蒲
御

厨
の
公
文
た
ち
は
西
方
と
東
方
に
別
れ
、
こ
の
応
嶋
五
郎
衛
門
に
対
し
て

は
、
西
方
が
積
極
的
な
解
任
へ
の
訴
訟
を
行
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
が

あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
次
の
史
料
で
あ
る
。

史
料
L

　
　
目
安

　
　
　
　
蒲
御
厨
諸
公
文
謹
言
上
、

　
　
右
条
者
、
就
吉
美
方
名
公
文
職
事
、
御
尋
之
御
奉
書
、
惣
公
文
方
へ

　
　
御
下
候
、
其
子
細
口
拝
ｓ
中
、
五
郎
太
郎
入
道
召
出
、
巨
細
被
相
尋

　
　
之
処
ニ
、
代
々
之
証
文
被
出
対
候
之
間
、
御
代
宮
様
（
定
賢
カ
）
被

　
　
理
運
聞
召
分
、
彼
在
所
之
事
者
、
雖
五
郎
太
郎
入
道
理
運
至
極
、
先

　
　
御
沙
汰
之
前
ハ
と
被
仰
候
て
、
公
方
へ
被
召
置
候
之
処
ニ
、
渡
瀬
衛

　
　
門
太
郎
（
宗
近
）
、
今
月
十
五
日
よ
り
、
き
ら
と
の
（
吉
良
殿
）
　
ゝ

　
　
御
領
の
人
を
ｓ
中
、
弓
矢
か
ま
へ
を
仕
、
同
十
六
日
未
剋
二
強
入
部

　
　
仕
候
之
間
、
言
語
道
断
之
次
第
に
候
、
如
此
無
理
を
企
候
て
、
公
方

　
　
様
へ
緩
怠
を
至
（
致
）
者
候
事
に
候
間
、
皆
々
罷
出
、
事
之
子
細
を

　
　
も
可
相
尋
候
へ
と
も
、
御
代
官
様
御
下
向
候
て
い
か
程
も
候
ハ
て
、

　
　
御
領
之
大
事
取
手
候
て
ハ
、
公
私
不
可
然
存
、
万
事
と
堪
忍
仕
、
如
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此
注
進
申
候
、

一
、
吉
美
方
名
、
渡
瀬
公
文
（
宗
近
）
帯
支
証
可
有
知
行
之
由
申
候
、

　
か
っ
く
不
可
有
其
支
証
候
、
…
…
五
郎
太
郎
入
道
、
先
々
の
帯

　
支
証
、
応
嶋
五
郎
衛
門
方
へ
申
候
之
間
、
任
支
証
五
郎
太
郎
入
道

　
方
ヘ
ー
円
二
被
渡
候
間
、
…
…

一
、
大
谷
殿
御
代
官
時
、
如
今
度
申
上
候
、
渡
瀬
帯
証
文
、
色
々
訴

　
訟
申
候
し
か
と
も
、
両
方
被
召
合
候
て
、
支
証
御
結
解
候
て
、
五

　
郎
太
郎
入
道
方
へ
御
沙
汰
付
ら
れ
候
、
無
其
隠
候
、
…
…

一
、
応
嶋
方
廿
余
年
御
代
官
被
申
候
内
ニ
（
渡
瀬
父
子
が
）
御
年
貢

　
を
ひ
き
お
い
申
、
数
ケ
度
逃
散
仕
、
御
領
を
く
る
わ
か
し
、
殊
二

　
去
徳
政
の
き
さ
ミ
、
応
嶋
方
へ
条
々
緩
怠
を
至
（
致
）
候
事
を
、

　
甲
斐
殿
様
被
聞
召
候
て
、
当
国
之
乱
を
も
し
っ
（
鎮
）
め
ら
れ
候

　
ハ
ん
為
二
御
下
向
の
則
、
先
渡
瀬
父
子
二
生
涯
さ
せ
ら
る
へ
き
に

　
て
候
し
お
、
惣
公
文
方
大
角
彦
左
衛
門
承
及
候
て
、
た
ち
ま
ち
に

　
お
と
（
落
）
し
て
候
、
さ
候
之
間
、
其
ま
ゝ
御
領
二
安
堵
仕
候
ハ

　
す
候
、
其
後
あ
ま
り
に
く
彼
衛
門
太
郎
か
親
わ
ひ
事
を
い
た
し

　
候
間
、
御
代
宮
方
へ
申
候
て
、
彼
親
の
入
道
一
人
屋
敷
一
所
申
請
、

　
隠
居
仕
候
、
御
年
貢
を
ハ
宍
粟
方
之
公
文
青
谷
・
篠
瀬
公
文
蒜
田

　
・
長
田
之
公
文
大
角
彦
左
衛
門
両
三
人
し
て
、
応
嶋
か
い
ゑ
き
の

時
ま
て
は
、
と
り
っ
き
申
て
候
、
普
代
の
在
所
お
た
に
も
如
此
も

ち
あ
っ
か
い
申
候
、
今
度
上
落
（
洛
）
仕
候
衛
門
太
郎
、
公
文
と

ま
か
り
成
、
公
方
様
へ
出
仕
申
候
事
ハ
、
御
本
所
之
上
使
御
下
向

　
　
　
之
時
、
始
而
出
仕
申
す
式
に
て
候
上
ハ
、
帯
証
文
、
人
の
持
来
候

　
　
　
在
所
を
菟
角
い
ら
ん
申
上
候
事
、
不
思
議
之
題
目
に
て
候
、

　
　
…
…
男
粗
言
上
如
件
、

　
　
　
　
宝
徳
四
年
卯
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
蒲
御
厨
諸
公
文
等

　
　
　
　
御
奉
行
所

　
こ
の
史
料
は
あ
と
で
使
用
す
る
必
要
も
あ
り
、
敢
え
て
長
文
を
引
用
し

た
が
、
当
面
必
要
な
の
は
「
御
年
貢
を
ハ
宍
栗
方
之
公
文
青
谷
・
篠
瀬
公

文
蒜
田
・
長
田
之
公
文
大
角
彦
左
衛
門
両
三
人
し
て
、
応
嶋
か
い
ゑ
き
の

時
ま
て
は
、
と
り
つ
き
申
て
候
」
の
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
宝
徳

四
年
（
一
四
五
二
）
ま
で
に
は
、
応
嶋
が
「
か
い
ゑ
き
（
改
易
）
」
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
時
期
を
も
う
少
し
具
体
的
に
絞
ろ
う
と
す

る
と
、
次
の
史
料
が
想
起
さ
れ
る
。

史
料
M

　
　
東
大
寺
領
遠
州
蒲
御
厨
御
代
官
職
事
、
依
応
嶋
久
重
不
法
及
寺
訴
儀

　
　
之
上
者
、
申
付
他
人
、
向
後
御
年
貢
無
延
引
之
儀
、
任
応
嶋
両
度
之

　
　
請
文
可
執
沙
汰
候
、
於
当
年
夏
秋
未
進
万
七
千
疋
者
、
新
代
官
入
部

　
　
以
後
、
相
副
冬
分
御
年
貢
、
年
内
必
々
可
致
沙
汰
候
、
某
如
此
申
候

　
　
上
者
、
旁
無
御
疑
之
儀
、
可
預
無
為
之
御
目
大
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
宝
徳
元

　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
常
治
（
花
押
）

　
　
　
　
　
人
々
御
中

　
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
、
遠
江
守
護
代
で
あ
っ
た
甲
斐
将
久
（
常
治
）

が
、
東
大
寺
か
ら
蒲
御
厨
の
代
官
と
し
て
の
「
不
法
」
を
訴
え
ら
れ
た
応
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嶋
久
重
の
更
迭
（
「
申
付
他
人
」
）
を
明
言
し
て
い
る
書
状
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
久
重
が
応
嶋
五
郎
衛
門
の
名
で
あ
る
。
こ
の
時
点
か
、
こ
こ
か
ら
さ

ほ
ど
遠
く
な
い
時
点
で
久
重
が
代
官
か
ら
解
任
さ
れ
て
い
た
と
捉
え
る
の

が
、
ま
ず
穏
当
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
史
料
K
は
史
料
M
の
直
前
の
も
の

で
あ
り
、
お
そ
ら
く
宝
徳
元
年
十
月
の
申
状
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
、
そ
の
場
合
に
注
意
が
必
要
な
の
は
、
将
久
が
「
依
応
嶋
久
重
不
法
及

寺
訴
儀
之
上
者
、
申
付
他
人
、
向
後
御
年
貢
無
延
引
之
儀
、
任
応
嶋
両
度

之
請
文
可
執
沙
汰
候
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
東
大
寺
が
応
嶋
久

重
を
不
法
と
訴
え
て
い
る
以
上
、
他
者
を
代
官
と
す
る
。
年
貢
は
か
つ
て

応
嶋
が
請
文
を
出
し
て
請
け
負
っ
た
分
を
必
ず
納
め
る
よ
う
に
対
応
す

る
。
こ
れ
が
甲
斐
将
久
の
言
い
分
で
あ
っ
た
。
東
大
寺
領
で
あ
る
蒲
御
厨

の
代
官
に
つ
い
て
、
そ
の
任
免
の
決
定
権
を
持
つ
の
が
将
久
で
あ
っ
た
こ

と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
某
如
北
申
候
上
者
、
旁
無
御

疑
之
儀
、
可
預
無
為
之
御
口
入
候
」
す
な
わ
ち
自
分
（
将
久
）
が
き
ち
ん

と
年
貢
を
納
め
る
と
言
っ
た
以
上
、
何
の
心
配
も
要
ら
な
い
か
ら
、
安
心

し
て
新
代
官
を
補
任
し
て
ほ
し
い
と
あ
る
よ
う
に
、
領
主
で
あ
る
東
大
寺

は
、
将
久
の
敷
い
た
路
線
に
乗
っ
て
、
お
そ
ら
く
は
彼
の
意
向
に
沿
っ
た

代
官
候
補
者
へ
の
補
任
を
行
な
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
経
過
か
ら
は
、
応
嶋
久
重
が
将
久
の
被
官
で
あ
っ
た
と
の
推
測
が
可

能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
立
場
は
、
将
久
の
意
向
と
判
断
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
推
測
を
補
強
し
て
く
れ
る
の

は
、
次
の
史
料
で
あ
る
。

史
料
N

　
　
　
「
就
蒲
御
厨
事
、
国
　
大
谷
豊
前
守
へ
下
書
状
案
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
正
月
十
三
日

　
　
雖
未
申
通
候
、
就
当
寺
領
蒲
御
厨
屋
事
、
以
態
飛
脚
令
啓
候
、
抑

　
　
彼
在
所
先
年
御
存
知
事
候
間
、
如
請
口
先
規
代
管
（
官
）
職
取
沙
汰

　
　
候
者
可
喜
入
候
、
同
者
寺
門
江
口
入
仕
被
申
度
候
、
但
以
前
之
儀
、

　
　
於
国
者
雖
無
御
等
閑
候
、
京
都
取
次
方
様
無
沙
汰
之
儀
候
哉
、
今
度

　
　
之
事
毎
事
直
可
申
合
候
、
巨
細
此
使
節
可
申
入
候
、
恐
惶
謹
言
。

　
　
　
　
　
　
正
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
祐

大
谷
豊
前
守
殿

　
端
裏
書
に
付
さ
れ
た
「
申
正
月
十
三
日
」
は
、
庚
申
の
年
で
あ
る
永
享

十
二
年
（
一
四
四
〇
）
を
示
す
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
東
大
寺
の
盛

祐
か
ら
遠
江
の
大
谷
豊
前
守
に
送
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
。
内
容
は
、
か
な

り
皮
肉
な
口
調
で
語
ら
れ
て
い
る
。
現
地
の
こ
と
は
既
に
ご
存
知
で
あ
ろ

う
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
蒲
御
厨
の
代
官
に
つ
い
て
適
任
者
を
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
有
難
い
。
た
だ
、
同
じ
こ
と
な
ら
わ
れ
わ
れ
東
大
寺
に

も
ち
ゃ
ん
と
話
を
通
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
ね
。
ま
あ
、
こ
れ
ま
で

そ
う
し
た
手
抜
か
り
が
あ
っ
た
の
は
、
現
地
の
み
な
さ
ん
の
責
任
で
は
な

く
、
京
都
で
取
り
次
い
で
い
た
者
の
失
態
な
の
で
し
ょ
う
が
。
だ
か
ら
、

今
回
は
き
ち
ん
と
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
。
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
文
面

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
蒲
御
厨
の
代
官
を
補
任
す
る
に
当
た
っ
て
、
大

谷
豊
前
守
が
以
前
か
ら
現
地
に
あ
っ
て
差
配
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
ま

た
そ
れ
は
し
ば
し
ば
東
大
寺
を
蚊
帳
の
外
に
置
い
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
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と
も
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
大
谷
豊
前
守
に
つ
い
て
は
「
遠
江
国
人
大
谷

〔
甲
斐
一
族
〕
」
と
記
す
史
料
が
あ
り
、
守
護
代
甲
斐
氏
の
一
族
で
あ
っ
た

と
い
う
繋
が
り
を
確
認
で
き
る
。
蒲
御
厨
代
官
に
つ
い
て
は
、
大
谷
氏

（
実
質
的
に
は
甲
斐
氏
）
が
任
免
し
、
東
大
寺
が
そ
れ
を
追
認
し
て
補
任

し
て
い
た
状
況
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
応
嶋
久
重
は
史
料
K
に
お
い
て
、
「
十
ヶ
年
」
代
官
を
務
め
た
と
さ
れ

る
。
彼
の
更
迭
が
史
料
M
の
よ
う
に
宝
徳
元
年
の
頃
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、

そ
の
十
年
前
は
ち
ょ
う
ど
史
料
N
の
永
享
十
二
年
と
な
る
。
す
な
わ
ち
こ

の
年
に
東
大
寺
が
、
大
谷
豊
前
守
と
「
今
度
之
事
毎
事
直
可
申
合
」
し
と

の
過
程
を
経
て
補
任
し
た
の
が
応
嶋
久
重
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
れ
以
前

の
十
余
年
は
、
応
嶋
一
族
が
甲
斐
氏
や
大
谷
氏
に
よ
っ
て
か
な
り
自
由
に

代
官
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
も
、
応
嶋
一
族
が
甲
斐

氏
の
被
官
で
あ
っ
た
と
の
推
測
を
導
き
出
す
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
以
上

を
通
し
て
、
少
な
く
と
も
一
四
四
〇
年
代
ま
で
の
二
十
余
年
間
、
甲
斐
氏

が
蒲
御
厨
の
代
官
職
を
ほ
ぼ
支
配
下
に
収
め
て
い
た
こ
と
は
了
解
さ
れ
る

と
田
や
っ
。

　
な
お
、
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
に
応
嶋
久
重
が
東
大
寺
に
提
出
し
た

蒲
御
厨
代
官
と
し
て
の
請
文
が
あ
る
。

史
料
○

　
　
預
申

　
　
　
東
大
寺
領
遠
江
国
蒲
御
厨
御
代
官
職
事

　
　
右
御
年
貢
者
、
参
百
伍
拾
貫
文
仁
所
請
申
也
、
・
・
・
・
一
・
縦
雖
為
一
事
有

　
　
不
法
之
儀
者
、
御
代
官
職
可
被
召
放
、
若
及
異
儀
者
、
被
訴
申
　
公

　
　
方
、
可
被
申
行
罪
科
、
若
北
条
偽
申
者
、
大
仏
八
幡
御
罰
可
蒙
候
。

　
　
但
請
文
之
状
如
件
。

　
　
　
　
文
安
元
年
〔
甲
子
〕
十
月
三
日
　
　
　
久
重
（
花
押
）

　
さ
き
ほ
ど
の
検
討
結
果
と
照
合
す
れ
ば
、
こ
れ
は
久
重
が
代
官
と
し
て

再
任
さ
れ
る
な
ど
し
た
際
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
蒲
御
厨
の
代
官
を
更
迭
さ
れ
た
久
重
は
、
の
ち
に
他
国
で
名
前
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
正
月
に
は
、
興
福
寺
大

乗
院
領
で
あ
っ
た
越
前
国
河
口
庄
の
政
所
（
代
官
）
と
し
て
補
任
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
こ
か
ら
三
年
に
か
け
て
醍
醐
寺

領
越
前
国
河
合
庄
年
貢
の
送
状
に
署
名
し
て
お
り
、
同
庄
代
官
か
そ
れ
に

近
い
立
場
に
い
た
と
思
わ
れ
る
「
応
嶋
五
郎
左
衛
門
尉
久
繁
」
も
、
お
そ

ら
く
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
越
前
も
ま
た
、
斯
波
領
国
で
あ
り
甲
斐
氏
が

守
護
代
と
し
て
支
配
す
る
国
で
あ
っ
た
。
応
嶋
久
重
は
甲
斐
氏
の
被
官
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
の
地
域
で
の
諸
領
に
代
官
と
し
て
活
動
の
場
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　
ち
な
み
に
、
遠
江
国
内
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
甲
斐
氏
の
被
官
が
庄
園

の
代
官
と
な
っ
て
い
る
事
例
は
他
に
も
見
出
せ
る
。
典
型
的
な
も
の
と
し

て
東
寺
領
で
あ
る
原
田
庄
の
事
例
を
見
る
と
、
享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）

六
月
十
二
日
、
「
遠
州
原
田
庄
代
管
（
官
）
職
事
」
と
し
て
「
去
年
弥
阿

弥
〔
甲
斐
美
濃
入
道
（
将
久
）
家
人
〕
此
間
雖
代
管
（
官
）
、
去
年
春
逝

去
、
但
於
于
今
者
、
代
管
（
官
）
職
事
未
定
、
然
高
木
〔
甲
斐
家
人
〕
就

増
長
院
競
望
之
、
可
申
付
云
々
」
と
さ
れ
て
い
る
。
競
争
者
は
い
る
か
、

実
質
上
は
甲
斐
氏
の
家
人
が
こ
の
職
を
伝
領
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
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し
た
代
官
職
の
獲
得
を
通
し
て
領
国
内
へ
の
支
配
を
拡
げ
て
い
く
こ
と

は
、
守
護
代
の
配
下
に
と
っ
て
自
然
な
行
動
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、

そ
の
状
況
が
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
、
あ
る
い
は
行
き
詰
ま
る
の
か
は
、

守
護
代
方
の
勢
力
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
る
、
ひ
と
つ
の

材
料
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、
蒲
御
厨
へ
の

甲
斐
氏
に
よ
る
関
与
は
、
こ
れ
以
後
の
展
開
も
含
め
、
興
味
深
い
変
動
を

わ
れ
わ
れ
に
見
せ
て
く
れ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
は
、
甲
斐
氏
が
蒲
御
厨
の
代
官
職
を
支
配
し
て
い
た
時
代
の

様
相
を
概
観
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
史
料
A
の
よ
う
な
折
衝
と
そ
の
挫
折

と
い
う
展
開
が
見
出
せ
る
段
階
と
は
明
ら
か
に
断
絶
し
て
い
る
。
そ
の
間

の
経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

四
、
東
大
寺
の
「
譜
代
」
代
官

　
　
応
嶋
久
重
の
あ
と
に
は
、
大
谷
氏
が
代
官
と
な
っ
て
い
る
時
期
が
あ

っ
た
。
史
料
L
に
明
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
史
料
L
は
そ
れ
を
、

吉
美
方
名
と
渡
瀬
宗
近
一
族
が
ど
う
関
わ
っ
て
き
た
か
の
一
連
の
流
れ
を

述
べ
る
中
で
、
応
嶋
の
時
代
に
つ
づ
く
位
置
に
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
に

従
う
限
り
、
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
と
推
定
さ
れ
る
応
嶋
久
重
の
更
迭

の
あ
と
、
甲
斐
将
久
に
よ
っ
て
一
族
の
大
谷
氏
が
蒲
御
厨
の
代
官
と
し
て

送
り
込
ま
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
在
任
期
間
は
長

く
は
な
か
っ
た
。
次
の
史
料
が
そ
れ
を
物
語
る
。

　
　
御
公
用
銭
只
今
指
貫
文
分
運
送
申
候
、
御
目
出
度
候
、
此
商
人
を
御

　
　
連
候
て
、
可
罷
上
候
へ
共
、
此
月
之
事
ハ
地
下
二
御
留
候
間
、
不
罷

　
　
上
候
、
十
二
月
ニ
ハ
必
々
可
罷
上
候
歎
、
地
下
請
取
を
も
そ
ろ
ゑ
候

　
　
て
、
御
意
之
こ
と
く
定
賢
之
時
之
申
・
酉
歳
之
御
結
解
を
も
可
申
候
、

　
　
当
年
罷
上
候
ハ
ん
す
る
に
て
候
ハ
ヽ
、
委
細
可
承
候
、
当
年
之
事
ハ

　
　
国
も
い
ま
た
ふ
つ
そ
う
（
物
忿
）
候
間
、
其
等
か
事
を
当
年
ハ
可
留

　
　
口
由
被
申
候
、
罷
上
候
て
御
結
解
申
度
候
、
其
御
返
事
あ
る
へ
く
候
、

　
　
…
…
恐
惶
謹
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田

　
　
　
　
　
十
一
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
義
賢

　
　
礼
紙
端
書
か
ら
、
こ
の
書
状
は
乙
亥
年
で
あ
る
康
正
元
年
（
一
四
五

五
）
の
も
の
と
推
測
で
き
る
。
文
中
の
「
申
・
酉
歳
」
は
そ
れ
ぞ
れ
壬
申

と
発
酉
年
で
あ
る
享
徳
元
年
（
一
四
五
二
）
　
。
二
年
を
指
し
て
い
る
。
こ

の
史
料
か
ら
は
、
そ
の
時
の
蒲
御
厨
代
官
が
定
賢
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。
史
料
M
段
階
で
応
嶋
久
重
が
更
迭
さ
れ
た
あ
と
、
代
官
大
谷
氏

は
、
わ
ず
か
一
、
二
年
で
任
を
退
き
、
遅
く
と
も
享
徳
元
年
ま
で
に
は
定

賢
が
代
官
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
あ
と
に
代
官
と
な
っ
て
い
た
の
が
石
田

義
賢
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
こ
か
ら
確
認
で
き
る
。
定
賢
に
つ
い
て
は
こ

れ
以
上
に
述
べ
る
べ
き
材
料
を
見
出
せ
な
い
が
、
義
賢
の
場
合
に
は
い
く

つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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石
田
義
賢
が
蒲
御
厨
代
官
で
あ
っ
た
年
次
を
確
実
に
証
明
で
き
る
初
見

史
料
は
、
享
徳
三
年
十
一
月
二
日
の
公
用
銭
送
状
で
あ
る
。
た
だ
、
後
述

す
る
よ
う
に
享
徳
二
年
に
起
こ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
御
厨
内
の
綿
瀬
名
職

の
継
承
を
め
ぐ
る
混
乱
に
関
わ
っ
て
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
十
一

月
廿
二
日
付
の
書
状
に
「
蒲
政
所
義
賢
」
と
差
出
の
署
判
が
あ
る
。
こ

の
書
状
は
享
徳
二
年
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
と
こ
ろ
が
、
前
記

の
よ
う
に
享
徳
二
年
の
結
解
は
定
賢
の
代
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
事
実
を
重
ね
る
と
、
お
そ
ら
く
こ
の
年
の
秋
か
冬
の
頃
に
、
石
田
義

賢
が
定
賢
に
代
わ
っ
て
新
代
官
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
、
最
も

整
合
的
な
理
解
で
あ
る
。

　
こ
の
石
田
義
賢
は
、
甲
斐
氏
や
東
大
寺
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た

の
か
。

史
料
Q

　
　
　
　
畏
申
上
候
。

　
　
抑
今
月
一
日
御
状
同
七
日
二
到
来
候
、
委
細
拝
見
仕
候
、
兼
又
御
代

　
　
管
（
官
）
（
石
田
義
賢
）
路
次
無
為
候
、
御
上
洛
先
以
目
出
度
候
、

一
、
石
田
四
郎
左
衛
門
（
義
賢
）
殿
先
々
御
代
管
（
官
）
之
由
承
候
、

　
目
出
度
候
、
但
而
十
日
二
出
府
之
由
申
て
候
、
委
細
守
護
代
殿
御

　
返
事
候
、
定
石
田
殿
可
被
申
上
候
、

一
、
吉
美
方
之
事
、
五
郎
太
郎
入
道
二
可
有
御
渡
由
蒙
仰
候
、
兎
も

　
角
も
可
為
御
意
候
、
但
彼
入
道
も
譜
代
之
石
田
に
て
も
候
ハ
す
候
、

時
之
面
尾
二
応
嶋
五
郎
右
衛
門
（
久
重
）
方
近
年
申
付
候
間
、
可

有
御
心
得
候
、
将
又
御
年
貢
涯
分
催
促
仕
、
今
月
中
二
国
を
可
立

申
由
皆
々
被
申
候
、
以
此
旨
預
御
披
露
候
ハ
ヽ
目
出
度
候
、
恐
惶

謹
言
、

　
差
出
の
多
母
木
清
宗
は
、
蒲
御
厨
の
惣
公
文
で
あ
り
、
現
地
で
義
賢
と

並
ぶ
立
場
に
あ
っ
た
。
前
述
の
享
徳
三
年
十
一
月
二
日
付
公
用
銭
送
状
で

は
、
政
所
石
田
義
賢
と
惣
公
文
多
母
木
清
宗
が
ほ
ぼ
同
列
に
署
判
し
て
い

る
。
そ
の
清
宗
が
東
大
寺
に
送
っ
た
書
状
で
あ
る
。
義
賢
の
代
官
在
任
が

こ
れ
か
ら
も
つ
づ
く
と
確
認
で
き
（
「
今
月
一
日
御
状
」
に
よ
っ
て
で
あ

ろ
う
か
）
、
大
層
め
で
た
い
と
清
宗
が
喜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
享

徳
三
年
以
降
の
五
月
に
書
か
れ
た
申
状
と
み
て
よ
い
。
こ
の
一
つ
書
き
の

部
分
は
や
や
文
意
を
と
り
に
く
い
が
、
敬
語
表
現
な
ど
に
注
意
し
て
見
て

い
く
と
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
と
思
う
。
「
一
日
付
の

御
書
状
で
石
田
殿
の
代
官
留
任
を
知
り
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
早
速
に
守

護
所
に
も
知
ら
せ
る
た
め
、
十
日
に
参
上
す
る
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

（
十
日
に
伺
う
と
、
私
の
話
に
対
し
て
）
守
護
代
様
の
側
か
ら
は
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
の
お
返
事
（
お
尋
ね
）
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
石
田
殿
が
（
帰
国
し
た
あ
と
、
守
護
所
に
）
申
し
上
げ
る
こ

と
で
し
ょ
う
」
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
、
義
賢
の
地
位
に
つ
い
て
は

－15－



御
厨
側
の
人
間
で
あ
る
惣
公
文
が
ま
ず
把
握
し
て
お
り
、
守
護
代
側
は
情

報
を
得
ら
れ
な
い
で
い
る
様
子
が
浮
か
ん
で
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
義
賢
が
甲
斐
氏
の
被
官
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
は
あ
く
ま
で
ひ
と
つ
の
推
測
な
の
で
あ
る
が
、
以
下
の
点
は
よ
り

確
実
に
義
賢
の
立
場
を
探
る
材
料
に
な
る
。
御
厨
内
の
吉
美
方
名
を
「
五

郎
太
郎
入
道
」
に
渡
す
よ
う
に
と
の
東
大
寺
油
倉
か
ら
の
指
示
に
対
し
て
、

多
母
水
漬
宗
は
、
そ
の
入
道
が
代
官
更
迭
後
も
蒲
御
厨
内
に
影
響
力
を
も

つ
応
嶋
久
重
と
近
し
い
と
警
告
し
て
い
る
。
実
際
、
史
料
L
に
は
吉
美
方

名
に
つ
い
て
、
五
郎
太
郎
入
道
の
申
請
を
う
け
た
応
嶋
久
重
が
「
任
支
証
、

五
郎
太
郎
入
道
方
ヘ
ー
円
二
被
渡
候
間
、
…
…
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
確

か
に
こ
の
人
道
に
は
、
応
嶋
久
重
と
の
関
係
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
警
告
の
際
、
清
宗
の
言
い
方
は
「
彼
入
道
も
譜
代
之
石
田
に
て
も
候
ハ

す
候
」
す
な
わ
ち
「
五
郎
太
郎
入
道
」
は
「
譜
代
」
で
あ
る
石
田
義
賢
と

は
違
い
、
注
意
が
必
要
な
相
手
だ
ぞ
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

「
譜
代
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
者
を
指
す
言
葉
で
あ
っ
た
の
か
。

史
料
R

　
　
目
安

　
　
　
遠
江
国
蒲
御
厨
諸
公
文
御
百
姓
等
謹
言
上
、

一
、
当
御
厨
他
家
御
契
約
之
由
承
及
候
、
驚
入
候
、
連
々
如
中
上
候
、

　
請
所
二
可
被
召
候
者
、
可
為
如
何
候
哉
、
幸
二
貴
寺
御
領
事
候
、

　
以
御
憐
愍
奉
憑
御
扶
持
候
、
於
来
年
者
、
世
間
豊
饒
候
者
、
御
年

　
貢
悉
可
沙
汰
申
候
、
若
又
請
所
一
定
候
者
、
以
譜
代
之
好
、
屋
敷

　
一
所
事
者
可
有
御
扶
持
候
、
名
田
事
者
可
為
御
成
敗
候
、

一
、
就
徳
政
事
、
引
間
倉
、
去
正
月
十
六
日
強
人
焼
捨
候
、
御
百
姓

　
種
食
共
二
彼
倉
二
質
二
置
悉
失
候
、
迷
惑
之
処
二
結
句
旱
魅
条
々
、

　
計
会
不
及
申
候
、

　
こ
こ
で
は
「
譜
代
」
の
使
い
方
を
確
認
で
き
る
。
内
容
は
、
蒲
御
厨
で

の
耕
作
と
年
貢
納
入
を
誰
か
外
部
の
者
に
請
け
負
わ
せ
る
ら
し
い
と
の
風

聞
に
接
し
た
「
蒲
諸
公
文
御
百
姓
等
」
ら
が
、
東
大
寺
に
愁
訴
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
「
若
又
請
所
一
定
候
者
、
以
譜
代
之
好
、
屋
敷

一
所
事
者
可
有
御
扶
持
候
」
と
述
べ
て
い
る
部
分
が
興
味
深
い
。
も
し
他

者
に
御
厨
の
耕
作
を
委
ね
た
結
果
、
自
分
た
ち
は
そ
の
権
利
を
失
う
と
し

て
も
、
「
譜
代
之
好
」
で
屋
敷
だ
け
は
残
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
。
こ
の

「
譜
代
」
の
一
語
が
、
長
く
東
大
寺
の
支
配
の
下
に
い
た
状
態
を
指
し
て

い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
石
田
義
賢
は
東
大

寺
の
「
譜
代
」
と
し
て
代
々
仕
え
て
き
た
家
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

ろ
う
。
甲
斐
氏
の
被
官
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
遅
く
と

も
義
賢
が
代
官
と
な
っ
た
享
徳
二
年
か
ら
三
年
の
頃
、
甲
斐
氏
は
そ
れ
以

前
に
行
な
っ
て
い
た
、
蒲
御
厨
の
代
官
を
自
ら
の
被
官
を
対
象
に
与
奪
す

る
と
い
っ
た
特
権
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
詳
し
い
経
緯
は
不
明
で

あ
る
。
敢
え
て
憶
測
を
重
ね
れ
ば
、
史
料
K
に
見
え
る
よ
う
な
蒲
御
厨
現
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地
か
ら
の
厳
し
い
反
発
や
、
史
料
M
で
甲
斐
将
久
自
身
が
「
依
応
嶋
久
重

不
法
及
寺
訴
儀
」
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
応
嶋
側
の
失
態
な
ど
が

背
景
と
な
り
、
東
大
寺
が
甲
斐
被
官
を
敬
遠
し
て
、
甲
斐
氏
の
側
も
そ
れ

を
受
け
入
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
か
ら
三
年
の
頃
に
は
周
賢

が
蒲
御
厨
代
官
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
石
田
義

賢
が
代
官
で
あ
っ
た
の
も
そ
れ
ま
で
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
、
代
官
の
交
替

を
推
測
さ
せ
る
よ
う
な
史
料
は
見
出
せ
な
い
。
そ
し
て
、
周
賢
の
代
官
補

任
は
、
甲
斐
氏
側
の
意
向
と
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
既
に
見
た
通

り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
一
四
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
甲
斐
氏
が
蒲
御
厨
の

代
官
職
を
掌
中
に
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
ま
ま
、
時
が
経
過
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
に
改
め
て
史
料
A
を
位
置
づ
け
よ
う

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
享
徳
の
乱
へ
の
対
応
、
長
禄
合
戦
、
国
内
の
戦
乱
な

ど
の
困
難
が
重
な
っ
た
甲
斐
氏
が
、
庄
園
側
か
ら
の
「
合
力
」
す
な
わ
ち

「
野
伏
・
兵
糧
米
」
な
ど
の
動
員
。
徴
発
を
進
め
る
た
め
に
、
蒲
御
厨
で

は
、
か
つ
て
は
自
ら
が
差
配
し
た
も
の
の
以
後
は
そ
の
権
を
失
っ
た
ま
ま

で
あ
っ
た
代
官
職
に
つ
い
て
、
再
び
掌
握
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
と
評
価

で
き
る
。
そ
れ
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
時
、
甲
斐
氏
は
幕
府
を
動
か
し
て
史

料
C
の
よ
う
な
奉
行
人
奉
書
の
発
給
を
う
け
、
強
引
な
徴
発
を
正
当
化
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
既
述
の
よ
う
に
そ
の
や
り
方
は
現
地
を

疲
弊
さ
せ
る
と
と
も
に
、
強
い
反
発
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
南
禅
寺
の

よ
う
に
、
当
の
幕
府
に
訴
え
て
修
正
を
求
め
る
対
応
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
東
大
寺
は
別
の
方
策
で
甲
斐
氏
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
。
御
厨
外
の

有
力
者
に
頼
っ
て
、
守
護
（
代
）
方
の
圧
力
を
は
ね
返
そ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
明
確
な
形
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
が
、
寛
正
二
年
二

四
六
こ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

五
、
大
河
内
真
家
の
登
場

　
寛
正
二
年
、
蒲
御
厨
に
は
そ
れ
以
前
と
は
毛
色
の
異
な
る
代
官
が
登
場

し
て
く
る
。

　
史
料
S

　
　
請
申
東
大
寺
領
遠
江
国
蒲
御
厨
御
代
官
職
事
、

　
　
右
、
当
御
領
御
年
貢
事
、
…
…
如
此
契
約
中
入
之
上
者
、
不
法
塀
塀
怠

　
　
之
儀
候
者
、
速
可
被
召
放
御
代
官
職
候
、
・
…
…
但
為
後
証
請
文
如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
河
内
兵
庫
助

　
　
　
　
寛
正
二
年
〔
辛
巳
〕
六
月
十
三
日
　
　
真
家
（
花
押
）

　
新
た
に
蒲
御
厨
の
代
官
と
な
っ
た
大
河
内
真
家
の
背
後
に
は
、
吉
良
氏

の
存
在
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
当
時
の
吉
良
氏
の
当
主

は
吉
良
義
尚
で
あ
る
。
そ
の
没
年
は
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
頃
と
考
え

ら
れ
、
享
年
は
五
十
四
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）

に
斯
波
氏
で
内
紛
が
起
こ
り
、
甲
斐
将
久
が
窮
地
に
立
っ
た
時
、
調
停
に

入
っ
た
「
吉
良
兵
衛
佐
入
道
」
は
、
こ
の
義
尚
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
彼
は

当
時
の
斯
波
の
当
主
で
あ
る
千
代
徳
丸
（
義
健
）
を
聳
に
と
る
約
東
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
斯
波
領
国
で
あ
る
遠
江

で
、
吉
良
氏
が
浜
松
庄
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
く
背
景
と
も
な
っ
て
い
た
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で
あ
ろ
う
。

　
大
河
内
氏
は
鎌
倉
時
代
に
は
三
河
国
額
田
郡
に
根
付
い
て
い
た
と
思
わ

れ
、
南
北
朝
の
頃
に
は
吉
良
の
一
族
に
仕
え
て
活
動
す
る
様
子
も
窺
え
る

よ
う
に
な
る
。
室
町
時
代
中
盤
で
は
、
こ
の
蒲
御
厨
関
係
で
「
吉
良
殿
御

内
大
河
内
備
中
守
」
（
後
掲
史
料
X
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
半

世
紀
ほ
ど
経
っ
て
、
「
浜
松
庄
〔
吉
良
殿
御
知
行
〕
奉
行
大
河
内
備
中
守

（
貞
綱
）
、
堀
江
下
野
守
に
く
み
し
て
う
せ
ぬ
」
と
記
さ
れ
た
出
来
事
は
、

文
亀
年
間
（
一
五
〇
一
～
○
四
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
文
亀
か
ら

永
正
年
間
（
一
五
〇
四
～
二
一
に
か
け
て
、
大
河
内
貞
綱
が
浜
松
周
辺

で
今
川
軍
と
戦
い
を
繰
り
返
し
討
滅
さ
れ
て
い
く
経
緯
に
つ
い
て
は
、
以

前
に
私
見
を
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
寛
正
二
年
の
大
河
内
氏
の
代
官
補
任
は
突
然
に
生
じ
た
事

態
で
は
な
い
。
吉
良
氏
や
大
河
内
氏
は
蒲
御
厨
に
対
し
て
、
以
前
か
ら
し

ば
し
ば
介
入
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。
そ
う
し
た
流
れ
の
上
に
真
家
の

代
官
補
任
が
現
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、
こ
の
出
来
事
の
意
味
を
考
え
る
た

め
に
は
、
以
前
に
遡
っ
て
吉
良
氏
と
蒲
御
厨
の
関
係
を
辿
っ
て
み
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
た
と
え
ば
前
掲
の
史
料
L
は
宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
四
月
の
申
状
で

あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
御
厨
内
の
「
吉
美
方
名
公
文
職
」
を
め
ぐ
る
相
論

に
際
し
て
、
「
渡
瀬
衛
門
太
郎
、
今
月
十
五
日
よ
り
、
き
ら
と
の
（
吉
良

殿
）
　
ゝ
御
領
の
人
を
憑
申
、
弓
矢
か
ま
へ
を
仕
、
同
十
六
日
未
剋
二
強
入

部
仕
候
」
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
渡
瀬
衛
門
太

郎
」
が
吉
良
方
か
ら
の
援
助
を
う
け
て
、
実
力
に
よ
る
名
の
占
拠
を
行
な

つ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
「
渡
瀬
」
と
い
う
人
物
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
応
嶋
久
重
が
代
官
職
を
帯
び
て
い
た
（
す
な
わ
ち
永
享
十
二

年
か
ら
宝
徳
元
年
ま
で
の
間
の
）
頃
に
、
「
去
徳
政
の
き
さ
ミ
、
応
嶋
方

へ
条
々
緩
怠
を
至
（
致
）
候
事
を
、
甲
斐
殿
様
（
将
久
）
被
聞
召
候
て
、

当
国
之
乱
を
も
し
つ
（
鎮
）
め
ら
れ
候
ハ
ん
為
二
御
下
向
の
則
、
先
渡
瀬

父
子
二
生
涯
さ
せ
ら
る
へ
き
に
て
候
し
お
、
惣
公
文
方
大
角
彦
左
衛
門
承

及
候
て
、
た
ち
ま
ち
に
お
と
（
落
）
し
て
候
」
と
の
紛
争
が
起
こ
っ
て
い

た
と
い
う
。
「
徳
政
の
き
さ
ミ
」
は
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
こ
九
月
に
幕

府
が
発
し
た
徳
政
令
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
「
当
国
之
乱
」
が
い

つ
の
、
ど
の
よ
う
な
出
来
事
を
指
す
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。
と
も
か
く
、

嘉
吉
の
頃
か
ら
「
渡
瀬
父
子
」
は
代
官
久
重
に
逆
ら
い
、
や
が
て
久
重
の

後
ろ
盾
で
あ
る
甲
斐
将
久
に
よ
っ
て
危
う
く
討
た
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
以
上
の
経
緯
か
ら
は
、
蒲
御
厨
で
の
相
論
に
際
し
て
、
甲

斐
氏
や
吉
良
氏
と
い
う
外
部
の
勢
力
が
御
厨
内
の
当
事
者
の
バ
ッ
ク
に
つ

き
、
実
力
行
使
も
辞
さ
な
い
と
い
う
構
え
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
と

れ
る
。
そ
の
際
、
蒲
御
厨
の
内
部
が
西
方
と
東
方
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

公
文
た
ち
が
対
立
す
る
局
面
が
あ
り
、
応
嶋
排
斥
に
は
西
方
が
積
極
的
で

あ
っ
た
と
の
指
摘
に
従
え
ば
、
こ
の
渡
瀬
衛
門
太
郎
は
明
ら
か
に
西
方

の
一
員
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
甲
斐
氏
と
吉
良
氏
が
渡
瀬
父
子
と
関
わ
っ
た

時
期
は
ず
れ
て
お
り
、
直
ち
に
こ
の
構
図
が
、
「
東
・
西
両
方
諸
公
文
は
、

双
方
が
守
護
方
と
吉
良
方
の
勢
力
を
背
後
に
お
き
、
御
厨
内
で
の
覇
権
を

激
し
く
争
っ
て
い
た
」
と
評
価
で
き
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
検
証
も
必
要

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
蒲
御
厨
に
お
け
る
吉
良
氏
と
大
河
内
氏
の
介
入
に
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つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
事
例
か
ら
確
認
し
て
い
こ
う
。

享
徳
二
年
の
綿
瀬
名

　
吉
良
氏
に
よ
る
蒲
御
厨
介
入
の
動
き
を
見
て
い
く
と
、
享
徳
二
年
（
一

四
五
三
）
に
興
味
深
い
事
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
大
河
内
氏
も
ま

た
、
こ
こ
で
蒲
御
厨
の
舞
台
に
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

史
料
T

　
　
畏
申
上
候
、

　
　
抑
先
度
綿
瀬
名
就
候
て
、
虎
若
同
道
仕
候
て
罷
上
候
て
、
皆
々
懸
御

　
　
目
、
重
而
御
判
を
い
た
ヽ
き
中
候
、
さ
候
間
、
虎
若
よ
り
、
少
之
事

　
　
に
て
候
ヘ
ハ
、
御
年
公
又
よ
ろ
つ
無
沙
汰
二
候
ハ
ぬ
や
う
に
、
は
か

　
　
ら
い
申
候
へ
と
、
蒙
仰
候
之
間
、
此
二
三
か
年
取
次
中
候
処
ニ
、
大

　
　
河
内
□
（
備
）
中
方
よ
り
、
内
之
者
二
中
付
候
て
、
虎
若
か
代
官
と

　
　
し
て
可
計
由
中
さ
れ
候
間
、
渡
中
へ
く
候
哉
、
又
此
程
之
こ
と
く
と

　
　
り
つ
き
可
中
候
哉
、
其
た
め
ニ
態
致
注
進
中
上
候
、
以
此
旨
可
預
御

　
　
披
露
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
九
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
久
吉
（
花
押
）

　
　
　
　
進
上
油
倉
へ
参
御
奉
行
所

史
料
U

　
　
□
（
蒲
）
御
厨
西
方
諸
公
文
御
百
姓
等
謹
言
上
、

　
　
□
（
今
）
度
就
綿
瀬
名
、
以
目
安
等
注
進
申
候
、
□
□
住
之
間
ハ
、

　
　
御
代
官
（
石
田
義
賢
）
、
大
河
内
方
二
□
□
中
候
へ
と
被
仰
下
候
閲
、

　
　
実
子
候
上
ハ
、
重
而
□
□
御
下
地
ま
か
せ
虎
若
を
相
尋
候
節
、
□
□

　
　
（
多
）
母
木
方
、
藤
左
衛
門
と
一
味
に
て
候
方
へ
□
□
風
聞
候
、
さ

　
　
や
う
ニ
候
者
、
西
方
一
同
失
面
□
（
目
）
□
之
間
、
た
と
へ
御
渡
候

　
　
と
も
、
堅
わ
ひ
事
可
中
候
、
・
…
…
男
粗
言
上
如
件
、

　
　
　
　
小
春
（
十
月
）
二
日
　
　
　
　
　
　
遠
江
州
蒲
西
方
諸
公
文
等

　
　
　
（
後
欠
）

史
料
V

　
　
　
　
　
猶
々
中
上
候
、
縦
虎
若
丸
非
理
た
り
と
も
、
童
体
の
事
二
候

　
　
　
　
　
上
ハ
、
可
渡
由
仰
下
候
、
御
沙
汰
ニ
つ
い
て
ハ
、
童
体
入
ま

　
　
　
　
　
し
く
候
、
年
預
様
の
御
書
ニ
、
此
御
沙
汰
承
被
申
候
、
さ
候

　
　
　
　
　
ハ
ん
輩
ニ
お
い
て
ハ
、
可
預
御
罪
科
由
仰
下
さ
れ
候
、
驚
入
候
、

　
　
　
　
畏
申
上
候
、

　
　
抑
綿
瀬
遺
跡
之
事
、
自
年
預
様
安
堵
之
御
書
、
杉
浦
方
よ
り
両
度
被

　
　
付
候
て
、
名
職
可
請
取
由
堅
申
候
へ
共
、
油
倉
大
行
事
殿
様
よ
り
御

宛
状
候
共
、
幾
度
も
訟
訴
可
中
候
、
万
事
年
預
様
依
御
厦
聶
、
度
々

御
書
下
給
候
、
…
…
所
詮
彼
名
職
者
、
先
御
直
務
候
ハ
へ
始
終
御

領
可
為
無
為
候
、
為
御
心
得
中
上
候
、
一
方
二
虎
若
丸
被
仰
付
候
ハ

ヽ
、
可
有
如
何
候
哉
、
殊
二
悪
党
御
厦
聶
之
御
沙
汰
ハ
、
末
代
難
堪

次
第
候
、
以
此
（
後
欠
）

史
料
W

　
　
畏
中
上
候
、
抑
綿
瀬
方
御
年
貢
之
事
、
此
間
度
々
預
御
催
促
候
、
…

　
　
・
：
又
身
の
弁
の
事
も
計
会
の
事
と
中
と
て
も
、
虎
若
御
扶
持
の
事
に
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て
候
ヘ
ハ
、
平
二
可
然
様
二
御
申
候
て
、
預
御
扶
持
候

候
、
…
…
恐
惶
謹
言
、

ハ

ヽ
可
畏
入

霜
月
廿
一
日

進
上
　
政
所
（
石
田
義
賢
）
殿

久
吉
（
花
押
）

史
料
X

　
　
目
安

　
　
　
遠
州
蒲
御
厨
東
方
諸
公
文
謹
言
上
、

　
　
右
之
子
細
者
、
綿
瀬
太
郎
左
衛
門
生
涯
之
事
、
既
二
悪
党
露
顕
之
上

　
　
者
、
帯
御
奉
書
、
御
代
管
（
官
）
様
（
定
賢
カ
）
相
供
ニ
、
任
国
大

　
　
法
致
其
沙
汰
候
も
、
御
領
存
無
為
致
忠
節
申
候
之
処
ニ
、
結
句
緩
怠

　
　
之
由
、
従
年
預
様
度
々
蒙
仰
候
、
迷
惑
之
次
第
候
、

・
一
・
・
．
Ｓ一

、
自
年
預
様
虎
若
丸
二
名
職
安
堵
之
御
書
下
給
候
へ
共
、
其
様
依

　
無
御
書
、
御
代
管
（
官
）
様
（
定
賢
カ
）
無
領
掌
候
、

二
上
使
請
待
万
事
、
西
方
厦
聶
候
候
て
、
理
を
非
二
被
申
候
之
間
、

　
定
其
趣
被
申
上
候
欺
、

一
、
吉
良
殿
御
内
大
河
内
備
中
守
若
党
杉
浦
次
郎
左
衛
門
、
彼
名
職

　
可
請
取
之
由
、
以
状
申
候
へ
共
、
御
代
管
（
官
）
（
定
賢
カ
）
無

　
承
引
候
、

・
・
１
一
・
・以

此
旨
宜
為
罷
蒙
御
成
敗
、
粗
言
上
如
件
、

　
　
享
徳
弐
年
十
二
月
廿
日

目
安
　
御
奉
行
所

蒲
御
厨
東
方
諸
公
文
等

　
こ
れ
ら
の
内
容
は
一
連
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
従
っ
て
こ
の
出
来

事
は
史
料
X
と
同
じ
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
の
こ
と
と
考
え
る
の
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
史
料
T
と
W
は
虎
若
丸
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
久
吉
の

書
状
で
、
そ
れ
ぞ
れ
東
大
寺
と
政
所
（
代
官
）
に
充
て
た
も
の
で
あ
る
。

史
料
U
は
西
方
の
、
史
料
V
と
X
は
東
方
の
、
そ
れ
ぞ
れ
公
文
た
ち
の
申

状
で
あ
る
。
宛
先
は
東
大
寺
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
史
料
が
語
る
事
実
の

経
過
は
錯
綜
し
て
お
り
、
直
ち
に
整
合
的
な
理
解
を
進
め
る
の
は
難
し
い
。

試
行
的
に
、
筆
者
の
考
え
を
提
示
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
こ
こ
に
見
え
る
「
綿
瀬
名
」
を
有
し
て
い
た
「
綿
瀬
太
郎
左
衛

門
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
綿
瀬
は
渡
瀬
に
通
じ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ

は
渡
瀬
宗
近
の
こ
と
で
あ
る
。
前
年
の
宝
徳
四
年
（
享
徳
元
年
。
一
四
五

二
）
三
月
に
は
、
代
官
（
定
賢
）
在
庄
の
費
用
を
請
け
負
っ
た
有
力
公
文

の
一
人
と
し
て
名
前
が
見
え
る
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
、
同
年
四
月
に
、

吉
美
方
名
に
吉
良
氏
の
援
助
を
う
け
て
入
部
し
た
と
い
う
渡
瀬
衛
門
太
郎

（
史
料
L
）
も
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
彼
は
か
つ
て
甲

斐
将
久
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
将
久
の
実
力
の
前
に
、

親
の
方
は
命
だ
け
は
救
わ
れ
た
も
の
の
失
脚
し
て
御
厨
内
に
隠
居
し
た

が
、
息
子
の
衛
門
太
郎
＝
宗
近
は
や
が
て
宝
徳
四
年
近
く
に
な
っ
て
、
東

大
寺
に
認
め
ら
れ
公
文
と
し
て
復
活
し
て
い
た
訳
で
あ
る
。

　
次
に
、
諸
史
料
に
見
え
る
代
官
は
、
お
そ
ら
く
必
ず
し
も
同
一
人
を
指

し
て
は
い
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
享
徳
二
年
の
冬
は
、
ち
ょ
う
ど

定
賢
か
ら
石
田
義
賢
に
代
官
が
交
替
し
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

れ
が
問
題
に
な
る
の
は
史
料
U
と
X
の
関
係
を
考
え
る
時
で
あ
る
。
後
者
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で
は
代
官
が
、
虎
若
丸
と
そ
れ
を
援
助
し
て
い
る
「
吉
良
殿
御
内
大
河
内

備
中
守
若
党
杉
浦
次
郎
左
衛
門
」
に
対
し
て
、
綿
瀬
名
の
職
を
認
め
よ
う

と
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
前
者
の
「
西
方
諸
公
文
中
状
」
で
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
閥
字
が
多
く
推
測
に
頼
る
部
分
が
多
く
な
る
が
、
代
官
が
大

河
内
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
□
□
」
と
述
べ
た
た
め
に
、
西
方
の
公
文
た

ち
は
綿
瀬
太
郎
左
衛
門
の
実
子
で
あ
る
虎
若
丸
に
名
の
土
地
を
保
有
す
る

よ
う
連
絡
を
と
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
東
方
の
公
文
で
あ
る
多
母
本
方
が

対
立
す
る
「
藤
左
衛
門
」
側
に
綿
瀬
名
を
渡
そ
う
と
し
て
い
る
と
の
風
聞

が
流
れ
た
。
そ
の
た
め
に
「
西
方
一
同
失
面
目
」
と
の
怒
り
が
噴
き
出
し

て
い
る
、
と
読
む
の
が
整
合
的
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
の

代
官
は
大
河
内
や
虎
若
の
立
場
に
理
解
を
示
す
意
向
を
示
し
て
い
た
と
読

み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
案
件
に
対
し
て
異
な
る
対
応
を
取
っ
て
い

る
史
料
U
と
史
料
X
の
代
官
は
、
別
人
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
な

の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
ち
ょ
う
ど
交
替
の
時
期
に
あ
っ
た
定
賢
と

石
田
義
賢
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
史
料
W
に
着
目
し
た

い
。
こ
れ
は
宗
近
の
子
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
虎
若
丸
の
後
見
人
的
な
存
在
で
あ
っ
た
久
吉
の
書
状
で
あ
り
、
御
厨

の
政
所
（
代
官
）
に
充
て
た
も
の
で
あ
る
。
霜
月
廿
二
日
付
で
石
田
義
賢

書
状
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
前
日
付
と

な
る
こ
の
書
状
は
明
ら
か
に
定
賢
で
は
な
く
義
賢
に
充
て
た
も
の
で
あ

る
。
自
ら
の
綿
瀬
名
の
年
貢
が
滞
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
虎
若
御

扶
持
の
事
に
て
候
ヘ
ハ
、
平
二
可
然
様
二
御
申
候
て
、
預
御
扶
持
候
ハ
ヽ

可
畏
入
候
」
す
な
わ
ち
虎
若
丸
を
助
け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
何
と

か
う
ま
く
東
大
寺
と
話
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
、
と
義
賢
に
求
め
て
い
る

内
容
で
あ
っ
た
。
代
官
義
賢
が
虎
若
丸
に
好
意
的
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
史
料
U
の
代
官
に

相
応
し
い
の
は
石
田
義
賢
で
あ
る
。
逆
に
史
料
X
は
、
こ
れ
を
書
い
た
東

方
公
文
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
、
少
し
前
に
定
賢
が
代
官
で
あ
っ
た
時
の

反
応
を
わ
ざ
わ
ざ
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
確
認
の
上
で
、
享
徳
二
年
の
綿
瀬
名
を
め
ぐ
る
事
態
の

推
移
を
辿
っ
て
み
た
い
。
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
よ
り
前
に
、
応
嶋
久

重
と
対
立
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
甲
斐
将
久
に
よ
っ
て
、
渡
瀬
宗
近
は
父

と
と
も
に
御
厨
内
の
地
位
か
ら
転
落
し
て
い
た
。
し
か
し
久
重
が
代
官
を

更
迭
さ
れ
る
と
、
東
大
寺
は
宗
近
の
子
で
あ
る
虎
若
丸
を
綿
瀬
名
の
公
文

と
な
る
べ
き
者
と
し
て
認
め
、
久
吉
が
そ
の
後
見
の
役
割
を
果
た
し
て
い

た
（
宝
徳
元
年
か
ら
享
徳
二
年
ま
で
の
間
で
あ
る
か
ら
「
此
二
三
か
年
取

次
申
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
。
こ
の
久
吉
は
「
河
井
隼
人
」
と
い
わ
れ
、

蒲
政
所
の
関
係
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
宗
近
に
批
判
的

な
東
方
の
公
文
た
ち
は
、
渡
瀬
名
を
政
所
が
預
か
っ
て
い
る
と
捉
え
、
史

料
V
の
よ
う
に
「
綿
瀬
遺
跡
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
同
じ
く
「
彼
名
職
者
、
先
御
直
務
候
ハ
へ
始
終
御
領
可
為
無
為
候
」

と
、
虎
若
丸
に
与
え
ず
直
務
と
し
て
お
け
ば
よ
い
で
は
な
い
か
、
と
述
べ

て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
推
移
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
。

　
や
が
て
宝
徳
四
年
近
く
な
る
と
、
史
料
L
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
宗
近
が

東
大
寺
に
よ
っ
て
綿
瀬
名
公
文
と
し
て
復
活
し
、
御
厨
内
の
有
力
者
と
し
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て
活
動
し
は
じ
め
る
。
そ
し
て
、
宝
徳
四
年
四
月
、
吉
良
氏
の
援
助
を
う

け
て
吉
美
方
名
を
実
力
で
占
拠
し
よ
う
と
し
た
。
当
時
、
吉
美
方
名
を
め

ぐ
っ
て
は
五
郎
太
郎
入
道
が
「
代
々
之
証
文
」
を
提
出
し
て
公
文
職
を
回

復
し
よ
う
と
し
、
代
官
定
賢
は
東
大
寺
の
判
断
を
仰
い
で
い
る
最
中
で
あ

っ
た
（
史
料
L
）
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
東
大
寺
も
宗
近
の
行
動
を
認
め

ず
、
享
徳
三
年
以
降
の
某
年
五
月
ま
で
に
、
吉
美
方
名
を
五
郎
太
郎
人
道

に
渡
す
と
の
決
定
を
下
し
た
よ
う
で
あ
る
（
史
料
Q
）
。
な
お
、
興
味
深

い
こ
と
に
、
こ
の
と
き
惣
公
文
の
多
母
木
清
宗
は
、
東
方
の
者
で
あ
り
な

が
ら
も
、
五
郎
太
郎
入
道
と
応
嶋
久
重
の
関
係
に
危
惧
の
念
を
示
し
て
い

る
。
代
官
と
と
も
に
蒲
御
厨
全
体
の
利
害
も
考
え
る
立
場
に
あ
っ
た
身
に

と
っ
て
は
、
や
は
り
応
嶋
ひ
い
て
は
甲
斐
氏
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ
と

に
マ
イ
ナ
ス
面
を
見
出
し
、
反
発
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
甲
斐
氏
の
領
国
支
配
と
も
関
わ
る
問
題
と
し

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
あ
と
、
渡
瀬
宗
近
は
享
徳
二
年
七
月
に
、
そ
の
非
法
を
綿
瀬
道
秀

二
族
で
あ
ろ
う
か
）
に
訴
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
健
在
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
九
月
の
史
料
T
ま
で
に
は
、

宗
近
は
時
の
代
官
で
あ
る
定
賢
と
東
方
公
文
た
ち
の
反
発
を
う
け
て
殺
害

さ
れ
る
か
追
放
さ
れ
る
か
し
て
い
た
ら
し
い
（
史
料
x
）
。
の
ち
に
東
大

寺
が
吉
美
方
名
職
を
五
郎
太
郎
入
道
に
認
め
よ
う
と
し
た
の
も
、
こ
の
事

態
を
う
け
た
現
実
的
判
断
で
あ
っ
た
も
の
か
。
そ
の
た
め
、
宗
近
没
落
後

に
は
綿
瀬
名
職
を
虎
若
丸
が
正
式
に
継
承
す
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
。

宗
近
を
失
っ
た
吉
良
氏
も
、
大
河
内
配
下
の
杉
浦
を
送
り
込
ん
で
、
今
度

は
虎
若
丸
の
後
見
役
を
つ
と
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
史
料
T
．
U
・

V
・
X
）
。

　
西
方
の
公
文
た
ち
は
こ
れ
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
側
で
あ
っ
た
（
史

料
U
）
が
、
東
方
の
公
文
た
ち
は
強
く
反
発
す
る
。
東
大
寺
に
対
し
て
は

年
預
か
西
方
を
聶
屓
し
て
い
る
と
訴
え
、
杉
浦
（
ひ
い
て
は
吉
良
・
大
河

内
氏
）
に
対
し
て
は
御
厨
内
で
名
職
に
関
わ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
い
う

姿
勢
を
示
し
た
（
史
料
V
・
X
）
。
代
官
の
定
賢
も
東
方
公
文
た
ち
に
同

調
し
て
い
た
が
、
こ
の
年
の
冬
ま
で
に
石
田
義
賢
と
交
替
す
る
（
史
料
U

か
ら
、
十
月
に
は
既
に
義
賢
が
代
官
と
な
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
）
。

義
賢
は
、
東
大
寺
の
姿
勢
に
も
影
響
さ
れ
た
も
の
か
、
虎
若
丸
や
大
河
内

氏
の
動
き
に
好
意
的
で
あ
り
、
西
方
公
文
た
ち
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
（
史

料
U
）
。
こ
う
し
た
状
勢
の
中
で
、
東
方
公
文
た
ち
は
東
大
寺
に
激
し
く

抗
議
し
、
ま
た
策
謀
を
め
ぐ
ら
し
て
虎
若
丸
の
公
文
職
を
阻
止
し
よ
う
と

す
る
な
ど
し
て
い
た
（
史
料
U
・
V
・
X
）
。

　
お
そ
ら
く
こ
の
件
は
、
虎
若
丸
が
吉
良
氏
と
繋
が
り
な
が
ら
綿
瀬
名
の

公
文
職
を
帯
び
る
こ
と
が
既
成
事
実
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
字
字
の
た

め
年
未
詳
な
が
ら
、
東
方
公
文
た
ち
か
ら
東
大
寺
へ
の
申
状
と
見
て
よ
い

で
あ
ろ
う
史
料
が
二
通
あ
る
。
そ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
綿
瀬
之
事
、
藤
左

衛
門
被
仰
付
候
者
、
還
住
可
仕
候
由
申
上
候
へ
共
、
・
・
。
・
I
・
綿
瀬
名
之
事
ハ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

大
河
内
方
へ
被
仰
付
之
候
□
（
由
）
、
上
使
御
披
露
候
之
間
、
驚
入
存
候
」

「
内
々
承
候
ヘ
ハ
、
就
綿
瀬
名
田
之
事
、
逃
散
仕
候
と
も
申
候
、
是
又
元

よ
り
無
謂
子
細
申
候
、
其
訴
訟
を
仕
候
ヘ
ハ
と
て
、
御
年
貢
沙
汰
仕
候
ま

し
き
事
候
間
、
難
其
心
得
候
」
な
ど
と
あ
り
、
東
方
公
文
の
抵
抗
に
も
か
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か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
推
す
「
藤
左
衛
門
」
（
史
料
U
に
も
見
え
る
）
で
は

な
く
、
大
河
内
方
（
す
な
わ
ち
虎
若
丸
方
）
に
こ
の
名
職
が
与
え
ら
れ
た

こ
と
、
そ
の
た
め
東
方
公
文
た
ち
は
以
後
も
抗
議
の
姿
勢
を
つ
づ
け
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
推
察
さ
れ
る
。

　
の
ち
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
東
方
公
文
た
ち

の
申
状
で
は
、
「
綿
瀬
之
事
、
又
四
郎
さ
せ
る
無
題
目
二
被
退
失
申
候
、

…
…
公
文
職
之
事
、
先
藤
左
衛
門
可
被
仰
付
之
由
、
連
々
訴
訟
中
上
候
処

ニ
、
無
御
承
引
候
て
、
結
句
御
代
官
（
大
河
内
真
家
）
直
務
と
承
候
、
無

情
子
細
候
」
と
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
こ
の
又
四
郎
が
虎
若
丸
の
こ
と

で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
享
徳
二
年
の
こ
の
出
来
事
か
ら

は
、
吉
良
氏
の
勢
力
が
、
一
方
で
厳
し
い
反
発
を
生
み
出
し
な
が
ら
も
、

そ
の
実
力
に
よ
っ
て
次
第
に
御
厨
内
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
れ
は
甲
斐
氏
の
影
響
力
が
後
退
し
て
い
っ
た
こ
と
と
入
れ
替
わ
る
よ
う

に
進
行
し
た
現
象
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
享
徳
二
年
段
階
で
の
経

緯
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
か
つ
て
の
御
厨
現
地
で
の
実
力
者
で
あ
っ
た
甲

斐
氏
の
影
が
、
少
な
く
と
も
史
料
の
中
か
ら
は
見
出
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

応
嶋
が
代
官
で
あ
っ
た
時
期
に
は
、
御
厨
内
で
対
立
す
る
渡
瀬
の
よ
う
な

者
が
甲
斐
氏
に
よ
っ
て
潰
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
幼
い
後
継
者
が
吉
良
氏
と

結
ん
で
復
活
し
て
く
る
時
に
は
、
石
田
義
賢
と
い
う
非
甲
斐
氏
系
の
代
官

の
対
応
が
追
い
風
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
も
、
領

主
で
あ
る
東
大
寺
は
明
ら
か
に
そ
の
復
活
を
後
押
し
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

史
料
V
の
中
で
「
年
預
様
の
御
書
ニ
、
此
御
沙
汰
承
被
申
候
、
さ
候
ハ
ん

輩
ニ
お
い
て
ハ
、
可
預
御
罪
科
由
仰
下
さ
れ
候
、
驚
大
候
」
と
さ
れ
て
い

る
一
文
は
、
そ
の
姿
勢
の
強
硬
さ
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
甲
斐
氏
の
支
配
か
ら
脱
し
て
い
く
蒲
御
厨

に
と
っ
て
、
吉
良
氏
の
存
在
は
そ
の
空
白
を
埋
め
、
現
地
で
の
体
制
づ
く

り
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
長

禄
年
間
に
な
っ
て
再
び
蒲
御
厨
へ
の
圧
力
を
甲
斐
氏
が
強
め
よ
う
と
し
た

時
、
東
大
寺
か
ら
は
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
切
り
札
と
し
て
の
大
河
内
氏
の

登
場
と
い
う
選
択
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と

も
こ
こ
ま
で
の
流
れ
を
見
る
限
り
、
大
河
内
真
家
の
代
官
補
任
は
偶
然
の

産
物
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
甲
斐
氏
が
作
り
あ
げ
た
御

厨
の
秩
序
に
敵
対
し
、
変
改
し
よ
う
と
し
て
き
た
外
部
勢
力
で
あ
る
吉
良

氏
と
の
提
携
を
、
東
大
寺
が
進
め
よ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の

場
合
、
吉
良
氏
が
足
利
一
門
と
し
て
斯
波
氏
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ

と
も
、
東
大
寺
に
と
っ
て
は
、
守
護
（
代
）
方
か
ら
の
賦
課
に
抵
抗
す
る

上
で
の
権
威
と
し
て
、
魅
力
を
有
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
と
同
等

以
上
に
、
蒲
御
厨
周
辺
で
守
護
代
の
圧
力
と
対
峙
で
き
る
実
力
が
既
に
確

認
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
東
大
寺
が
吉
良
氏
さ
ら
に
は
大
河
内
氏
へ
の
依

存
に
踏
み
切
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
重
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
蒲
御
厨
の
寛
正
二
年
と
は
、
宝
徳
四
年
や
享
徳
二
年
の
展
開
の
中
で

準
備
さ
れ
た
方
向
性
が
、
長
禄
三
・
四
年
の
状
況
に
よ
っ
て
一
気
に
噴
き

出
し
た
段
階
な
の
で
あ
る
。
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七
、
蒲
御
厨
と
浜
松
庄

　
以
上
の
よ
う
に
、
吉
良
氏
は
蒲
御
厨
の
西
方
公
文
た
ち
と
の
連
携
を
強

め
つ
つ
、
甲
斐
氏
に
代
わ
っ
て
御
厨
内
へ
の
影
響
力
を
浸
透
さ
せ
て
い
っ

た
。
た
だ
、
吉
良
氏
が
や
が
て
大
河
内
真
家
を
代
官
に
送
り
込
ん
で
、
蒲

御
厨
を
よ
り
直
接
的
に
支
配
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
は
、
領
主
で
あ
る
東

大
寺
の
選
択
と
い
う
理
由
と
と
も
に
、
吉
良
氏
に
と
っ
て
の
必
要
性
も
作

用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
近
隣
へ
の
勢
力
拡
大
が
希
求
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
勿
論
で
あ
ろ
う
が
、
自
ら
の
浜
松
庄
支
配
の
維
持
強
化
の
た
め
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
吉
良
氏
の
活
動
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
次
の
史
料
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

史
料
Y

　
　
乍
恐
以
内
状
又
申
上
候
、
引
間
吉
良
殿
（
吉
良
義
尚
）
″
御
代
官
、

　
　
二
月
之
時
分
、
同
吉
良
殿
へ
申
上
候
□
（
子
）
細
ハ
、
蒲
面
々
内
二

　
　
検
校
一
族
等
・
ひ
る
た
孫
衛
門
。
河
井
隼
人
・
同
孫
六
・
藤
五
郎
・

　
　
刑
部
四
郎
已
上
六
人
、
徳
政
之
帳
本
之
由
を
申
上
候
、
さ
候
閲
、
吉

　
　
良
殿
よ
り
美
濃
守
カ
イ
方
（
甲
斐
将
久
）
の
状
御
取
候
て
、
引
間
代

　
　
宮
方
へ
御
下
候
間
、
其
状
を
国
へ
出
候
て
、
蒲
面
々
ひ
か
事
の
子
細

　
　
申
候
間
、
箇
国
よ
り
蒲
　
其
人
数
よ
は
れ
候
て
、
国
に
て
堅
尋
ら
れ

　
　
候
処
ニ
、
更
々
無
其
儀
由
申
候
間
、
又
国
よ
り
引
間
代
官
へ
此
子
細

　
　
申
さ
れ
候
て
、
し
せ
う
（
支
証
）
を
候
か
と
と
（
問
）
わ
れ
候
、
さ

　
　
候
間
、
引
間
代
官
国
へ
申
候
や
う
ハ
、
引
間
之
百
性
も
人
数
と
て
召

　
　
取
候
て
、
彼
物
申
候
と
返
事
候
処
二
国
二
申
さ
れ
候
、
そ
れ
の
御
百

性
の
申
事
ハ
た
つ
ま
し
く
候
由
申
さ
れ
候
、
又
引
間
代
官
申
候
や
う

ハ
、
さ
ら
ハ
ゆ
セ
い
（
湯
誓
）
に
て
候
ハ
ん
と
申
候
、
国
二
申
さ
れ

候
、
東
大
寺
之
御
領
蒲
諸
公
文
、
引
間
″
百
性
を
あ
ひ
て
（
相
手
）

二
立
候
て
、
ゆ
セ
い
ハ
と
る
ま
し
く
候
、
さ
り
な
か
ら
ゆ
セ
い
と
承

候
間
、
更
々
と
ら
ゑ
た
る
し
セ
う
も
候
ハ
ぬ
由
、
京
都
ま
て
住
（
注
）

進
候
ま
～
申
二
不
及
候
由
、
は
や
国
に
て
遵
行
候
、
さ
候
閲
、
其

後
四
月
七
日
、
愚
身
・
諸
公
文
等
、
国
へ
罷
出
其
礼
仕
候
、
符
（
府
）

中
に
も
申
さ
れ
候
、
い
か
に
申
候
と
も
、
し
セ
う
な
き
事
二
候
閲
、

物
語
ニ
す
い
ふ
ん
南
都
様
之
奉
公
の
よ
し
国
に
も
申
さ
れ
候
、
…
…

若
国
様
如
此
候
、
い
か
ゝ
と
思
食
候
ハ
ん
と
存
候
て
、
乍
恐
以
内
状

申
入
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
卯
月
十
九
日

進
上
　
油
倉
御
房
人
々
御
中

　
　
　
　
　
　
ま
い
る

義
賢
（
花
押
）

　
史
料
R
に
見
え
る
よ
う
に
、
正
月
に
浜
松
庄
内
の
引
間
（
曳
馬
な
ど
と

も
書
く
）
で
徳
政
一
揆
が
起
こ
り
、
そ
の
「
迷
惑
」
を
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
蒲
御
厨
の
公
文
た
ち
が
東
大
寺
に
年
貢
減
免
を
訴
え
た
の
は
、
康
正

二
年
（
一
四
五
六
）
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
史
料
も
ま

た
康
正
二
年
四
月
の
も
の
で
あ
る
。

　
内
容
を
見
る
と
、
浜
松
庄
内
で
の
徳
政
一
揆
に
関
わ
っ
て
、
吉
良
方
は

蒲
御
厨
に
も
与
同
者
が
い
る
と
主
張
し
、
そ
の
捕
縛
を
求
め
た
こ
と
が
分

か
る
。
し
か
も
、
そ
の
対
象
に
は
、
吉
良
氏
と
連
携
し
て
い
た
筈
の
西
方

の
者
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
六
月
に
は
、
「
蒲
西
方
校

－24－



名
衆
」
が
東
大
寺
に
対
し
て
、
「
引
間
之
事
、
徳
政
不
入
候
処
、
限
当
御

厨
預
御
折
檻
候
条
、
難
堪
之
次
第
二
候
」
と
訴
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
展
開
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
西
方

も
含
め
蒲
御
厨
は
浜
松
庄
と
近
接
し
て
い
る
だ
け
に
、
公
文
や
百
姓
た
ち

の
交
流
も
密
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
史
料
R
に
も
見
え
る
よ

う
に
、
「
引
間
倉
」
に
は
蒲
御
厨
の
「
御
百
姓
種
食
共
二
彼
倉
二
質
二
置
」

い
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
条
件
は
、
一
面
で
は
吉
良

氏
か
ら
の
介
入
を
御
厨
側
か
受
け
入
れ
や
す
い
素
地
を
つ
く
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
揆
な
ど
領
主
へ
の
抵
抗
が
起
こ
る
場
合
に
も
在
地

同
士
の
連
携
が
作
動
し
て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
吉
良
氏
に
と
っ

て
も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
そ
う
し
た
一
揆
を
封
殺
す
る
に
は
、
自
領
だ
け

で
な
く
、
他
領
ま
で
含
め
て
関
係
者
を
弾
圧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
時
に
、
実
際
に
蒲
御
厨
の
者
た
ち
が
一
揆
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
ど
う

か
は
確
認
で
き
な
い
。
御
厨
側
は
冤
罪
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
し
、
守

護
所
も
そ
れ
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
吉
良
氏
の
側
は
、
浜

松
庄
を
脅
か
し
た
一
揆
に
は
庄
外
の
者
た
ち
も
加
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
た

め
に
大
規
模
化
し
た
と
、
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
認
識
に
沿
っ
て
事
態
に
対
応
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
吉
良
氏
に
と
っ

て
、
甲
斐
将
久
と
協
力
す
る
こ
と
も
自
然
な
展
開
で
あ
る
。
個
々
の
庄
園

の
枠
を
越
え
た
一
揆
に
は
、
個
々
の
利
害
を
越
え
た
領
主
間
協
力
や
、
守

護
と
領
主
の
連
合
な
ど
で
対
抗
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
有
効
で

も
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
在
京
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
吉
良
義
尚
と
甲
斐
将

久
の
間
で
話
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
を
う
け
た
浜
松
庄
側
か
遠
江
の
守
護

所
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
頃
に
は
、
甲
斐
将
久
に
と
っ
て
、

斯
波
義
敏
と
の
対
立
が
深
刻
化
し
て
い
た
し
、
幕
府
の
命
を
う
け
て
そ
の

事
態
に
対
処
し
て
い
た
の
は
、
吉
良
義
尚
と
石
橋
・
渋
川
氏
で
あ
っ
た
。

将
久
は
義
尚
か
ら
の
要
請
を
断
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
較
べ
れ
ば
、
現
地
の
守
護
所
の
方
が
ま
だ
、
在
地
の
実
態
に
即
し

て
判
断
し
よ
う
と
す
る
余
裕
を
残
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
か
。

　
事
実
が
ど
う
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
認
識
を
持
つ
吉
良
氏
と
浜

松
庄
（
の
代
官
）
に
と
っ
て
は
、
自
領
の
支
配
を
安
泰
な
ら
し
め
る
た
め

に
も
、
周
辺
へ
の
睨
み
を
利
か
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
の
視
角
か

ら
は
、
前
述
の
よ
う
な
相
当
に
強
引
で
あ
る
蒲
御
厨
へ
の
介
入
も
、
浜
松

庄
内
の
百
姓
た
ち
と
繋
が
る
地
域
に
影
響
力
を
扶
植
す
る
方
策
で
あ
っ
た

と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
影
響
力
を
よ
り
徹
底
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
大
河
内
氏
が
蒲
御
厨
の
代
官
に
送
り
込
ま
れ
る
こ
と
も
、

現
実
に
あ
り
得
る
方
策
と
な
る
の
で
あ
る
。
超
歴
史
的
で
あ
り
適
切
な
喩

え
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
ら
の
領
域
を
安
泰
と
す
る
た
め
に
、

周
辺
に
「
生
命
線
」
を
求
め
て
進
出
す
る
指
向
性
を
、
こ
こ
に
も
見
出
せ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
吉
良
氏
と
大
河
内
真
家
の
思
惑
は
、
や
が
て
壁
に

ぶ
つ
か
る
。

史
料
Z

　
　
目
安

　
　
　
遠
州
蒲
御
厨
東
方
諸
公
文
等
謹
言
上
。

　
　
抑
先
度
色
々
注
進
中
上
候
条
々
、
田
舎
御
代
管
（
官
）
片
意
之
御
沙
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汰
毎
度
候
、
連
々
さ
や
う
の
他
事
申
候
へ
共
、
無
承
引
候
間
、
迷
惑

仕
候
て
、
先
迦
在
所
、
重
而
訴
訟
可
申
心
中
二
候
之
処
ニ
、
九
月
十

日
・
十
一
日
両
日
万
方
近
付
、
引
率
国
之
諸
軍
勢
・
三
川
勢
し
て
、

諸
公
文
寄
合
談
合
之
殉
二
被
押
寄
申
之
間
、
可
陰
（
隠
）
　
一
身
無
時

刻
候
て
、
小
帽
之
内
一
所
二
集
候
て
、
一
た
ん
遁
其
害
候
、
さ
候
間
、

飯
田
郷
そ
こ
は
く
家
放
火
候
て
濫
妨
候
、
作
之
青
大
豆
悉
馬
之
草
ニ

な
さ
れ
候
、
言
語
道
断
九
世
（
曲
）
事
候
、

　
　
条
々
子
細
迷
惑
仕
候
、
国
中
諸
権
門
領
被
指
防
候
之
間
、
身
之
お
き

　
　
所
な
く
候
閲
、
ゑ
ん
之
ひ
き
く
ニ
佗
僚
仕
候
、
中
々
大
河
内
方
御

　
　
代
管
（
官
）
之
間
、
罷
憑
候
ハ
ヽ
不
便
に
も
思
食
候
ハ
へ
直
之
以

　
　
御
賢
使
、
御
領
之
式
を
も
御
見
廻
申
さ
れ
、
可
然
様
二
御
成
敗
目
出

　
　
度
畏
入
可
存
候
、
此
趣
能
々
御
寺
門
様
へ
預
御
披
露
候
、
但
而
粗
言

　
　
上
如
件
。

　
　
　
　
　
　
九
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
東
方
諸
公
文
等

　
　
　
　
御
奉
行
所

　
『
静
資
』
は
こ
れ
を
寛
正
五
年
の
も
の
と
推
定
し
て
お
り
、
筆
者
も
特

に
異
論
は
な
い
。
こ
れ
は
東
方
公
文
か
ら
の
申
状
で
あ
る
か
ら
、
多
少
割

り
引
い
て
読
む
必
要
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
真
家
に
よ
る
強
圧
的
な
支

配
が
、
御
厨
内
で
の
紛
糾
を
激
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
窺
え
よ
う
。
こ
れ

で
見
る
と
、
長
禄
か
ら
寛
正
年
間
の
頃
、
東
大
寺
と
蒲
御
厨
は
、
賦
課
を

強
め
よ
う
と
す
る
甲
斐
氏
と
強
圧
的
に
支
配
を
進
め
る
吉
良
（
大
河
内
）

氏
と
に
よ
っ
て
、
前
門
の
虎
、
後
門
の
狼
と
い
っ
た
状
態
に
置
か
れ
て
ぃ

た
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
や
が
て
大
河
内
真
家
は
代
官
を
退
き
、
梵
済
と

い
う
憎
が
代
官
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
寛
正
六
年
で
あ
っ
た
と
す
る
『
静
資
』

の
推
測
に
従
う
な
ら
ば
、
東
大
寺
は
僅
々
数
年
で
吉
良
氏
と
の
提
携
に
見

切
り
を
つ
け
た
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
吉
良
氏
側
は
「
生
命
線
」
の
確
保
ど

こ
ろ
か
、
現
地
と
の
対
立
が
泥
沼
化
し
そ
う
な
状
勢
に
よ
り
倉
皇
と
し
て

撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
降
、
蒲
御
厨
の
歴
史
は
戦
国
の
混
乱
の
中
に
没
し
て
い
く
。
史

料
が
途
絶
え
、
具
体
的
な
事
象
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
室
町
中
期
を
対
象
に
基
礎
的
な
事
実
の
整
理
と
吟
味
を
目

的
と
し
た
小
稿
で
の
作
業
も
、
こ
こ
で
I
区
切
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

　
小
稿
で
述
べ
て
き
た
点
を
ま
と
め
、
筆
者
の
展
望
を
述
べ
て
お
く
。

①
甲
斐
氏
は
遠
江
国
内
の
諸
庄
園
の
代
官
職
を
被
官
に
帯
び
さ
せ
る
な

ど
、
守
護
代
と
し
て
の
領
国
支
配
を
進
め
て
い
た
。
し
か
し
、
庄
園
領
主

側
は
そ
れ
を
必
ず
し
も
歓
迎
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
一
度
こ
の
状
態
が
変

わ
っ
て
、
甲
斐
氏
被
官
以
外
が
代
官
に
な
っ
た
場
合
、
再
び
甲
斐
氏
が
そ

の
権
利
を
回
復
し
よ
う
と
し
て
も
、
う
ま
く
行
か
な
い
場
合
が
生
じ
た
。

特
に
、
十
五
世
紀
半
ば
過
ぎ
、
享
徳
の
乱
に
よ
る
関
東
出
兵
の
負
担
や
、

斯
波
家
の
内
紛
、
反
対
勢
力
と
の
紛
争
な
ど
、
遠
江
特
有
の
事
情
を
背
景

に
、
国
内
で
の
厳
し
い
動
員
・
徴
発
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
、
各
庄
園
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の
領
主
や
現
地
か
ら
の
抵
抗
は
、
甲
斐
氏
に
と
っ
て
な
か
な
か
突
破
で
き

な
い
壁
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
甲
斐
氏
は
幕
府
の
威
令
に
頼
っ
て
国
内
で

の
動
員
・
徴
発
を
進
め
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
は
却
っ
て
領
主
側
の
抵
抗

を
強
め
、
諸
庄
園
な
ど
で
の
甲
斐
氏
の
影
響
力
を
減
殺
す
る
方
向
に
事
態

を
動
か
し
て
い
っ
た
。
尾
張
の
織
田
氏
や
越
前
の
朝
倉
氏
な
ど
、
斯
波
領

国
の
現
地
支
配
者
か
ら
戦
国
大
名
へ
の
道
を
歩
ん
だ
者
た
ち
に
較
べ
、
斯

波
家
で
は
む
し
ろ
最
有
力
者
で
あ
っ
た
甲
斐
将
久
や
そ
の
後
継
者
た
ち

が
、
な
ぜ
没
落
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

あ
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
十
五
世
紀
半
ば
の
頃
、
甲
斐
氏
が
基
盤
と
し
て
い

た
遠
江
と
い
う
国
の
置
か
れ
た
位
置
と
、
そ
こ
で
の
諸
勢
力
の
動
き
と
が

絡
ま
り
あ
っ
て
作
り
出
し
て
い
た
状
況
が
、
甲
斐
氏
の
足
を
引
っ
張
る
要

素
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

②
当
該
期
の
吉
良
氏
は
、
足
利
一
門
と
し
て
斯
波
氏
と
の
間
に
つ
く
っ
て

い
た
関
係
も
背
景
に
、
遠
江
国
内
で
は
浜
松
庄
を
拠
点
に
持
ち
、
そ
の
周

辺
へ
と
活
動
の
舞
台
を
拡
大
し
て
い
た
。
そ
の
姿
は
、
こ
の
時
期
の
甲
斐

氏
に
よ
る
賦
課
の
重
さ
に
抵
抗
し
て
い
た
蒲
御
厨
の
領
主
東
大
寺
に
と
っ

て
、
一
時
は
頼
る
べ
き
存
在
と
も
な
っ
て
い
て
、
甲
斐
氏
と
入
れ
替
わ
っ

て
勢
力
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
。
し
か
し
、
実
際
に
大
河
内
氏
を
代
官
に
送

り
込
む
な
ど
、
蒲
御
厨
現
地
で
の
支
配
を
実
現
し
て
い
く
と
、
今
度
は
自

ら
が
そ
こ
で
の
抵
抗
に
足
を
取
ら
れ
、
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
。

の
ち
、
今
川
氏
の
進
攻
の
前
に
、
西
遠
江
で
蜂
起
と
抗
戦
を
つ
づ
け
な
が

ら
も
、
敗
北
を
重
ね
て
討
滅
さ
れ
て
い
く
大
河
内
氏
と
、
や
が
て
浜
松
庄

地
域
を
今
川
支
配
の
下
に
置
か
れ
て
い
っ
た
吉
良
氏
の
あ
り
よ
う
に
は
、

そ
の
段
階
独
特
の
要
因
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
遡
れ

ば
こ
の
時
期
に
、
積
極
的
な
勢
力
拡
大
を
試
み
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
失

敗
に
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
、
幾
分
か
は
作
用
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
小
稿
で
行
な
っ
て
き
た
作
業
は
、
十
五
世
紀
半
ば
の
蒲
御
厨
と
い
う
、

時
代
も
地
域
も
限
定
さ
れ
た
対
象
に
関
わ
る
僅
か
な
史
料
の
吟
味
に
す
ぎ

な
い
。
た
だ
、
こ
の
蒲
御
厨
と
い
う
窓
か
ら
垣
間
見
え
る
、
甲
斐
氏
や
吉

良
氏
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
諸
勢
力
、
人
々
の
活
動
は
、
わ
れ
わ
れ
の

目
に
室
町
中
期
と
い
う
時
代
の
様
相
を
、
ご
く
一
端
で
は
あ
る
が
映
し
出

し
て
く
れ
る
も
の
の
よ
う
に
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
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